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連続公開シンポジウム  

第２回 



開 会 の 辞

司会（高

回目を始

きょう

田時雄） それでは，ただ

めさせていただきます。

は土曜日ということで，

今から連続公開シンポジ

お休みにもかかわらずたく

人文科学研究所所長 阪上

ウム「 世紀の東方学」の

さんの方に来ていただき

孝

第２

まし

てありが

それで

きたいと

開会に

上孝所長

とうございます。

は，きょうの第２回目は

考えております。

先立ちまして，主催者側

にごあいさつをいただき

「東方学と国際協力」とい

であります私ども京都大学

たいと思います。よろしく

う課題で討論をさせてい

人文科学研究所のほうか

お願いいたします。

ただ

ら阪

阪上 本日は

きにもかかわ

「 世紀の東方

数ご参加いた

お礼申し上げ

また，京都

，師走の何かとお忙しい

らず，またお寒いなかを

学」のシンポジウムに

だきありがとうございま

ます。

大学総長長尾先生には，

と

，

多

す。

こ

のシンポジウ

ご尽力をいた

近の大学事情

であるにもか

ムにご臨席い

とのことで感

この連続シ

ム開催について一方なら

だき，その上，本日は，

のなかでことのほかご多

かわらず，このシンポジ

ただきお言葉をいただけ

謝しております。長尾先

ンポジウムの第２回「東

ぬ

最

忙

ウ

る

生に心よりお礼申し上げ

方学と国際協力」を開催

ます。

するにあたり，一言ご挨拶

申し上げます

10月16日に

べきだという

の学術を進展

私は中国学

いってもエッ

。

第１回のシンポジウムが

声がたくさん出たとうか

させる上でまことに重要

についてははなはだ疎い

セイや啓蒙書ですが，先

開催されたさいに，国際

がっております。国際協

なテーマであります。

のですが，宮崎市定先生

生の書かれたものを読み

協力の問題をもっと論

力というテーマは，

のお書きになったもの

ますと，国際的な切磋

じる

世紀

，と

磨

と世界的視点

ついて，次の

ナ史にあきた

説明するに中

が強く感じられます。京

ように書いておられます

らず，世界的な視野から

国をもってするだけでは

都大学の東洋史学の育て

。「博士は従来の封鎖的

中国の歴史を見直そうと

不十分であり，外国をも

の親である桑原隲蔵博

な漢学者の立場からす

した。そのためには中

って中国を説明するこ

士に

るシ

国を

とが



必要になって

の認識などの

を転ずると，

くる。そこで博士の東洋

問題が何物にもまして重

従来看過されがちであっ

史研究には，東西の交通

要視される。そうした上

た中国史発展の実相が

，その文化交渉，彼我

で再び中国内部の問題

明瞭に把握されるよう

相互

に目

にな

る。」桑原博士

と思います。

アジア史を念

いってよいで

中国研究に

であります。

についていわれたこの

じっさい，宮崎先生はパ

頭において多くの業績を

しょう。

おける国際協力の進展に

残念なことに井上先生は

言葉は，宮崎先生のお仕

リの東洋語学校に留学さ

残されました。世界的視

ついて，忘れてはならな

先日お亡くなりになりま

事にもそのまま当ては

れ，つねに世界史のな

点は国際協力の第一条

いのは，井上清先生の

したが，先生は日中国

まる

かの

件と

事績

交回

復以前から中

団長とし８人

研究者の相互

招請に応じて

法経教室で開

の先陣を切っ

国学界と親交を深めてお

の団員からなる「京都大

交流の道を開き，その翌

京都大学を訪問しました

かれた学術講演会のこと

たのであります。その後

られ，先生のご尽力で

学人文科学研究所学術友

年 月に北京大学社会科

。私は当時人文科学研究

を覚えております。人文

， 年に設置された外

年３月に河野健二所

好代表団」が中国を訪

学友好代表団が京都大

所の助手でありました

科学研究所は日中学術

国人客員部門により，

長を

問し，

学の

が，

交流

人文

科学研究所で

実に前進して

めていうまで

私はフラン

競争を意味す

世紀における

研究をされた中国の研究

おります。友好的な関係

もありません。

スの思想史を研究してお

る言葉として

この二つの言葉の使い方

者は着実に増加し，中国

が国際協力のもう一つの

りますので，少しそちら

と という二

を見ますと，

の研究者との共同研究

条件であることは，あ

に引きつけて申します

つの言葉がございます

の方は相手を蹴落と

も着

らた

と，

。

すと

いう含意で用

磨が一番適

協力，国際的

究にかんして

など，どの点

私たちは，

いられるのにたいして，

切な訳語だと考えます。

な切磋 磨と協力という

は，中国の空間的な広大

をとってみても，とりわ

こうした先輩の事績に学

は良い意味で

学術における国際協力

ことでなければならない

さ，長い歴史，中国文明

け国際的な切磋 磨と協

び，またそれにもとづき

の競争，翻訳すれば，

はこの をふく

でしょう。とりわけ中

が世界に及ぼしてきた

力を必要としておりま

つつ，学術の国際協力

切磋

んだ

国研

影響

す。

の一

層の推進に努

グローバリゼ

実りのあるも

なかを講演い

上で私のご挨

司会 ど

力する責務を負っており

イションを，単なるかけ

のにする契機となること

ただく４人の先生に，心

拶といたします。（拍手

うもありがとうございま

ます。今日のシンポジウ

声やある特定の見方や基

を願っております。最後

より感謝申し上げます。

）

した。京都大学のかつての

ムが，今日盛んにいわ

準の押しつけでなく，

になりましたが，ご多

簡単ではございますが

東方学の在り方といいま

れる

真に

忙の

，以

すか

国際的な

り組みを

取り組み，それからわれ

踏まえて，今後のあるべ

われ人文科学研究所のさま

き姿を，国際協力という形

ざまな面における国際的

でやっていかねばならな

な取

いと



いう，き

ただきま

ょうのシンポジウムのイ

した。

ントロダクションとして，たいへんふさわしいお話をい



総 長 挨 拶

京都大学総長 長尾 真

司会 先

ので，ま

たいと思

それで

ほどご案内にありました

ず，長尾先生に一言お話

います。

は，長尾先生，よろしく

ように，きょうは長尾総長

をちょうだいして，きょう

お願いします。

にご臨席いただいており

の討論を始めさせていた

ます

だき

長尾 皆さん

にわたりまし

いう 世紀に

についてシン

になりまして

のあることだ

，こんにちは。今回，３

て，人文科学研究所がこ

向けての東洋学というこ

ポジウムをするというこ

，私としましても大変意

と考えております。本来

回

う

と

と

義

な

らば第１回の

を申し上げる

れども，第１

大学の学長の

て，招待を受

おりまして，

ときに来ましてごあいさ

べきところだったんです

回目はちょうどハーバー

就任式のときに当たりま

けハーバード大学へ参っ

残念ながらこちらは失礼

つ

け

ド

し

て

をさせていただいたわけでございます。

ハーバード

でございます

いまして，そ

の素晴らしい

その研究所

研究所ではな

大学は，エンチン研究所

。参りましたら，ライシ

こにはエンチン研究所の

内容についても少しばか

と並び称されるといいま

いかと考えておりますが

という東洋学に関する世

ャワー日本研究所の方々

方々も何人かおいでくだ

りお聞きしたところでご

すか，それ以上に素晴ら

，戦前から始まりまして

界有数の研究所がある

が私の歓迎会をしてく

さっておりまして，研

ざいます。

しいのが私どもの人文

，戦後，改組され人文

わけ

ださ

究所

科学

科学

研究所という

究成果が出て

のほうは，京

究をしてこら

そこで，こ

れからの東洋

ことになって 年ばかり

きているわけでございま

都大学はじめ日本全体の

れまして，非常にたくさ

の研究所がこれからます

学はいかにあるべきかと

の歳月が流れてまいりま

すが，西洋部，東方部，

東洋学の伝統の中心にな

んの有名な先生方を輩出

ます発展していくために

いうことを再度総合的に

した。非常にたくさん

日本部とある中で，東

って，これまでいろい

しているわけでござい

，現時点におきまして

検討することが必要で

の研

方部

ろ研

ます。

，こ

はな

いかと考えら

古代から始め

中国，あるい

れるわけでございます。

まして，ずっといろいろ

は現代のアジアにつきま

人文科学研究所におきま

な時代に関して研究が進

しては，文化大革命前後

しては，中国を中心と

められておりますが，

，あるいは以後につい

して

現代

ては，



まだまだ研究

非常に激しい

が不十分ではないかと思

ものがございまして，私

われます。特に最近の中

も何年か前から中国の北

国の変わりようという

京とか上海，あるいは

のは

香港

に行ったりし

うな素人が見

うのはすごい

ある変革でご

私は大学に

も，例えば北

てまいりましたけれども

ておりましても大変なも

ものでございまして，日

ざいます。

おりますから，中国の大

京大学，清華大学なんか

，ここ数年の中国の変わ

のでございます。特に経

本以上に資本主義的なと

学を通じてものを見ると

の大学の構造，それから

りようというのは，私

済的な面での変わり方

いいますか，そういう

いうことになりますけ

大学でやっていること

のよ

とい

面も

れど

，そ

れから大学と

産・学の関係

んかは 以上

設立してベン

香港財閥なん

やっている。

社会との関係といったよ

より以上にすごい変わり

の会社を自分で設立し

チャー企業みたいなこと

かからも寄付をもらって

いったい大学というのは

うなことは，アメリカの

ようでございまして，例

て持っているとか，ある

をやっているとか，いろ

新しい建物をどんどん造

どういうものであるか，

産・学連携といいます

えば北京大学，清華大

いは大学の先生方が会

んなことがございます

るとか，そういったこ

どうあるべきかという

か，

学な

社を

し，

とを

こと

について，わ

非常に極端な

いうものを克

世紀には

くクローズア

ましても，中

れわれ日本の，特に伝統

面が多々あるわけでござ

明に見ないといけないん

おそらく中国が，何と言

ップされていくことは間

国を中心とする東洋とい

のある京都大学の学問に

いまして，そういう意味

ではないかなと考えるわ

いましても世界の政治，

違いないわけでございま

うものをいろんな観点か

対する考え方からしま

でも，中国の変わりよ

けでございます。

経済，文化の各方面で

して，そういった面か

ら研究するということ

すと，

うと

大き

ら見

が大

変大切になっ

研究所の役割

ういったこと

る新しい人文

いくための，

ます。

てくるんではないか，そ

というのがますます高ま

も含めて，この３回のシ

科学研究所， 世紀にお

意義の深いシンポジウム

ういった意味におきまし

っていくのではないか，

リーズのシンポジウムに

ける新しい東洋学という

になるのではないかと期

ても，京都大学の人文

と考えるのであります

よりまして， 世紀に

ものをしっかりと見定

待しているところでご

科学

。そ

おけ

めて

ざい

私はまった

おいでになり

野のご専門だ

義なシンポジ

どうもきょ

くの素人でございますの

ますパネリスト，スピー

ろうと思いますから，ど

ウムであってほしいと思

うはありがとうございま

で，勝手なことばかり言

カーの方々，それから聴

うぞいろいろな面からご

っております。

した。（拍手）

いましたけれども，こ

衆の皆さま方はこうい

議論いただきまして，

こに

う分

有意

司会 あ

る足りな

る叱咤激

先生方に

りがとうございました。

いのでないかというご趣

励として受け止めており

はその方面の国際協力の

どうもこの研究所では現代

旨のお話を承りましたが，

ます。きょうはそのことに

在り方を含めてお話いただ

の中国に対する研究がす

これは同時に，われわれに

も留意しまして，パネリス

けるものと思っております

こぶ

対す

トの

。



漢字情報学と国際協力

島根県立大学メディアセンター長 勝村哲也

司会 そ

思います

ざいます

きょう

お話をち

れでは，早速きょうのシ

。申し遅れましたけれど

。よろしくお願いいたし

の最初のスピーカーです

ょうだいいたします。勝

ンポジウムの本番をこれか

も，司会を担当させていた

ます。

が，「漢字情報学と国際協

村先生は，私ども人文科学

ら始めさせていただきた

だきます当研究所の高田

力」という課題で，勝村先

研究所の であります

いと

でご

生に

ので，

多くの方

センター

長く従事

ューター

うことを

年は諸外

はよくご存じだと思いま

で長くお仕事をされて，

してこられました。その

による編集をやってまい

やり始められた斯界の先

国の漢字処理関係の研究

す。今は名称が変わって

これもご存じの『東洋学

『文献類目』は， 年以

りました。おそらくこの分

覚者とでも申しますか，

者として緊密な連携のも

しまいましたが，旧東洋学

文献類目』というものの編

降，勝村先生の主導でコ

野では世界に先駆けてこ

そういう立場におられます

とに国際的に活動しておら

文献

纂に

ンピ

うい

。近

れま

す。また

ょうはい

では，

勝村 ご紹介

います。「 世

現在は，島根県立大学の

ろいろ面白いお話をして

よろしくお願いいたしま

いただきました勝村でご

紀の東方学」という題

メディアセンター長とい

いただけるものと期待して

す。

ざ

で

う重責を担っておいでです

おります。

。き

ございますの

代に則したお

「漢字情報学と

田さんのほう

で，それにも

したいと思っ

で，なるだけそういった

話をしようと思っていま

国際協力」という題は

で付けてくださいました

できるだけ合わせてお話

ています。

現

す。

高

の

を

一番最初に

ージでありま

ォルニア大学

をしておりま

そしてそれに

と思います。

お話しますのは，最初の

すけれども，これはカリ

のバークレー校の工学部

すリチャード・ニュート

ついてわれわれがどのよ

次世代のディジタル革命

ペ

フ

長

ンさんという方が，今，

うな協力をしているかと

というようなものの基礎

どんなことをなさって

いうことからお話をし

を考えようという趣旨

いて，

よう

の授

業をなさって

法人化問題を

あります。

おりまして，ご多分に漏

考えて，産・学協同の授

れず，今様の言葉で申し

業，あるいは国際的な授

ますと，バークレーの

業をやろうという提案

独立

でも



彼がどんな

スマートスー

ことをやっているのかと

プ計画というプロジェク

いうことを，最初にごく

トであります。それは大

簡単に申しますと，そ

きなプロジェクトの中

れは

の一

部なんですが

どういうこ

賞味期限が

が２年の 月

まうかもしれ

か表示しよう

，当面はスマートスープ

とかと言いますと，ここ

年の 月６日と印刷さ

６日なのかどうかという

ないし，ひょっとすれば

ということで，この中に

をやっているということ

に商品があります。これ

れていますけれども，こ

ことは分からない。それ

それ以降でも食べられる

ソルトキューブ・コンピ

なんです。

をスープの缶詰としま

れが本当に中身の賞味

以前に品質が悪くなっ

かもしれない。それを

ューター，塩粒大のコ

すと，

期限

てし

何と

ンピ

ューターを組

青，黄色，赤

れが食べても

駄目というよ

それがさら

すときに，リ

み込みまして，そこから

と表示されるとすると，

大丈夫と。黄色ならば，

うに目安が分かるという

に進みまして，今，どん

ストバンドのようなもの

情報を表に発信させます

日付に関係なく，日付は

高田さんが食べても大丈

ような計画のようです。

なことをやっているかと

の中にいろんな情報が入

。そういたしますと，

目安として，青ならば

夫と。赤なら，私なら

言うと，お買い物に行

ってきまして，そして

仮に

，だ

もう

きま

もう

クレジットカ

という世の中

「勝村さん，こ

ったことがあ

ープが記憶し

スープも買っ

ードもなくなって，それ

になると考えておりまし

れ，買ってください」

るから，そのことをスー

ていなければパスである

てくれるから，安くしと

をちょっとかざすだけで

て，そしてそのときに

とスープが語りかけると

プが記憶している。高田

。京都大学の学生が来ま

くよと。３つで 円と

コンビニで買い物がで

スープの前を歩きます

。なぜならば，私が１

さんがそこを通っても

すと，その人は時々赤

かいうようなことも語

きる

と，

度買

，ス

色の

りか

けるというよ

験段階。こう

なる。

これをネッ

ーターの番号

ます。計画し

うな実験でありまして，

いう計画になりますと，

トで結ぶといたしますと

，住所登録も，今の ４

てありますのが， ６で

そこらあたりまではだい

物１つ１つにコンピュー

，「 ８」と書いてあ

ですと，４億ぐらいの

すとどのぐらいですと

たいうまくいって，ま

ターが組み込まれるよ

りますけれども，コン

コンピューターに対応

か， ８ですと，非常に

だ実

うに

ピュ

でき

たく

さんというぐ

まで番号を振

うのかと言う

情報の扱う範

その次の「

報などをやっ

らいで，ありとあらゆる

ることができるようなこ

と，時間，空間を超えて

囲，コンピューターの範

」と書いてあ

てる者のしゃれでして，

， 世紀中は大丈夫かと

とを考えてみよう。それ

タイムマップというよう

囲もそういうものです。

るのは，われわれ情報屋

というのはビフォー

いうぐらいの量の，ス

からそれはどんなもの

なものも想定してみよ

さんといいますか，漢

・コンピューター，

ープ

を扱

うと。

字情

と

いうのはアフ

あるのではな

たのかという

始まらないか

ター・ディジタルという

いんです。コンピュータ

のは皆さんのご承知の通

といった微妙なところだ

意味で使っておりまし

ー以前の社会と以後の社

りですが，今，まだディ

という認識で情報屋はお

て， と は隣合わ

会がどのように便利に

ジタルの時代が始まっ

ります。というのは，

せに

なっ

たか

完全



にディジタル

入ってない。

るのは，ディ

なコンピューター，ディ

それは機械的な部分が相

ジタルな部分で問題が生

ジタルを軸にしたコンピ

当影響しています。実際

じるよりは，機械的な部

ューターという時代に

，コンピューターが故

分で問題が生じること

まだ

障す

のほ

うが多いわけ

は次々とディ

って，これは

その次にまた

私たちは

先生がお仕事

で，これからのディジタ

ジタルの改良が行われて

ずっと続けていくことで

次世代のディジタル革命

という言葉はあんまり

をなさったころからあっ

ルを中心とした革命を起

，これからはいわばディ

あると。次世代のディジ

があるようなものである

使いません。 という

た言葉ですけれども，そ

こしていく。そういう

ジタル・センチュリー

タル革命という表現で

と。

のは，ずっと昔から，

れはこういった基準か

とき

に入

すが，

長尾

らい

きますと小さ

われておりま

言葉なのかと

そうなって

いうことが問

方も考えられ

なことなんです。ついで

せんで，ひょっとしたら

も思いますけれども。

きますと，１年の取り扱

題になってきます。１週

てきまして，７年を１ま

ですが， 革命という

日本では前の総理が使わ

う単位というものも，今

間を１日と考えるような

とめにして考えていこう

言葉は欧米ではまった

れたことで異常に広ま

のままでいいのかどう

，ドッグイヤーという

かと。あるいはその半

く使

った

かと

考え

分，

ここの大型計

ういう半年に

いうようなこ

そういった

ンテンツにな

文字でありま

算機センターでも３年と

１回とかいう単位で物事

とも考えています。

ときに，意外にも漢字と

るんだと。漢字というも

すので，たった１文字で

か４年とかで計算機を替

を整理して，今までもこ

いうものは，いろいろな

のは１つのイメージを持

いろんな情報をそこに封

えていきますけれども

れからも考えていこう

情報を扱うときに１つ

った言葉であります。

じ込めることができる

，そ

かと

のコ

象形

。属

性と申します

か面白い実験

ています。

ちなみに申

た ３

る全部のデー

けれども，そういうもの

ができるということで，

しますと，こちらで提供

と申しております『東洋

タベースの第３位なんで

を持っているので，漢字

これからそういう協力を

しておりますデータベー

学文献類目』も，実は大

すね。１位と２位は物理

を扱うということはな

しようかということに

スの，先ほどご紹介に

型計算機センターで使

学。これは飛び抜けて

かな

なっ

なっ

われ

おり

まして，

別枠にござい

実は『東洋学

生とか工学部

ている。そう

そこばっか

というようなデー

ますけれども，非常にた

文献類目』なんです。だ

の人で，人文の人はあん

いう点で，工学部の人た

りしゃべってしまいまし

タベースですけれども，

くさん使われますが，離

れがそれを使うかと言う

まり使わない。それぐら

ちの材料にもなっている

て，時間があと５分少々

あるいは医学情報もこ

れた第３番目の銅メダ

と，ほとんどは工学部

い工学部の世界で注目

ということであります

になってしまいました

れの

ルは，

の学

され

。

。

世紀にどんな

ですが，一番

だけがないわ

ことができるのかという

下に犬との対話ができる

けです。ほかは全部実現

ことで，昔の『報知新聞

ようになるということが

しました。

』に記事が載っておっ

書いてあります。この

たの

こと



年で予言

プで始めまし

もほぼ全部実現したん

て，そのプロジェクトは

ですが，この犬との対話

僕がやりたいということ

もニュートンさんのグ

で，私も関与しており

ルー

ます。

実際，犬との

射針を入れて

入れまして，

２番目のと

８次元のコン

あるいは過去

対話はもうかなり自在に

，ホルモンのところとか

どういう心情があるかと

ころは，非常に小さなコ

ピューターというのは，

を振り返るような時代に

できるようになりました

白血球のところとかみん

いうようなことをあれこ

ンピューターの中に非常

今は４次元としますと，

なってきたんだと思いま

。なぜかと言うと，犬

な情報を取って，こち

れと考えているわけで

に大きな情報を持ちだ

未来予測ができるよう

す。

に注

らも

す。

す。

な，

ちょうど長

と，先生は非

が， 年にネ

すが，最終的

年の段階

それから長

尾先生がいらっしゃって

常に先見的な先生であり

ットワーク係というもの

にネットワークと。今は

のここから今のすべてス

尾先生が図書館長のとき

いるので，長尾先生のお

まして，計算機センター

を新設なさいました。い

ネットワークというのは

タートしています。

は，電子図書館というも

仕事を私流にご紹介し

長のときに，第２期目

ろんな名称があったよ

どこにでもあるんです

のをおつくりになりま

ます

です

うで

が，

した。

これは非常に

島根におりま

う題ですが，

こからでも京

が，ちょっと

その後，図

先進的なもので，日本で

して，島根大学で何か書

そこにもちょっと借り物

都大学の英知が見える」

「京都」を取りまして，

書館長が代わりますとす

初めてのディジタル・ラ

けというので書きました

をいたしまして，長尾先

という素晴らしいキャッ

使わせてもらっているわ

ぐ変わっちゃって，「い

イブラリーです。私は

のが「電子の図書館」

生は「いつでもだれで

チフレーズを作られん

けです。

つでもだれでもどこか

今，

とい

もど

です

らで

も世界の英知

なことを言う

尾先生がせっ

ーなんて，変

「デスクトップ

見性があった

が京都大学で見える」と

と，暴露したって，また

かくディジタル・ライブ

な名前を付けているのは

の」というのはもうす

ものだと感心いたしまし

いうような，これは私は

図書館の人に怒られるか

ラリーと言われたのに，

けしからんと言ってだい

ぐなくなってしまう。し

て，私もそれにならいた

大反対したんですが，

もしれませんけれども

デスクトップ・ライブ

ぶ文句を言ったんです

かし，長尾先生は非常

いと思って，今，メデ

そん

，長

ラリ

が，

に先

ィア

センターをや

それともう

つくりくださ

都大学の将来

場が保障され

最後になり

っています。

１つ素晴らしいのは，

ったということで，これ

にとっても大変意義のあ

たんだと思っています。

ましたけれども，漢字情

世紀に向けて漢字情報研

はこういう講習会におい

ることであるとともに，

報学というのは，これか

究センターを当研究所

ても，また，これから

世界にいろいろ貢献で

らは東洋学と密接に結

にお

の京

きる

び付

いたものでな

漢字がお手伝

のだと思って

ちなみにこ

らないと思っています。

いするような時代はもう

います。

こで開発しました 漢字

漢字処理というものの世

終わったんだと，あるい

というのは，幸い政府の

界，つまり計算機を使

は終わらなければなら

ほうに受け入れられて

って

ない

，総



務省で全面的

用の段階に入

ようにしてく

に採用されて，今，もう

ったら，あとはもうそう

ださい。あとはそれの意

われわれの手をほとんど

いう人々に任せて，自由

味付けとか属性とかだけ

離れております。つま

に加工して，自由に使

お手伝いするという時

り実

える

代に

変わっていく

やはり研究

てなされなけ

であり

お話がありま

で，お隣のウ

。

というものはこれからな

ればならない。具体的に

ますとか， ，これ

したハーバード大学と京

イッテルンさんにもご

されなければならないと

どのようなことがあるの

はアジア・ディジタル・

都大学などを中心にこれ

協力をお願いしている

思います。研究と結び

かということについて

コンソーシアムで，先

からつくろうかという

ところです。すでに既

付い

は，

ほど

組織

存の

，エレク

ク・ネイバー

エレクトロニ

少ししており

ントでこうい

まして，どう

トロニック・カルチャ

フッド・コンソーシアム

ック・ブッディスト・テ

まして，来年の９月に，

うことを開催するという

も失礼しました。

ー・アトラス・イニシ

とか，あるいはウイッテ

キスト・イニシアチブと

私のおります島根県立大

宣伝を少しさせていただ

アチブとか，パシィフ

ルンさんがやっておら

かいうようなものの紹

学と大阪市立大学のジ

きます。ちょっと長く

ィッ

れる

介を

ョイ

なり

司会 ど

コ

人

うもありがとうございま

メ ン ト

文科学研究所助教授 クリス

した。国際協力という面の

ティアン・ウイッテ

もう少し具体的なお話は

ルン

，次

にコメン

うな形で

あえずコ

それで

ウイッテルン

トしていただくウイッテ

ご意見を頂戴した後で，

メントを先にしていただ

は，お願いいたします。

ただいま紹介のあった

ルン助教授，それから後で

もう少しお話をお伺いで

こうと考えます。

ウイッテルンと申します

会場のほうからもご質問

きればと考えております。

。まず，漢字情報学と

のよ

取り

いう

のはいったい

さに生まれる

洋学が１つの

イエンスが親

欧米でもちょ

何でしょうか。まだ完全

ところなのだと思います

親になり，もう１つは，

になっていると思います

っと変わった形ですでに

，人文科学における

に生まれてないような新

。今現在で言うと，おそ

おそらく情報学，英語で

。そういう両者を合わせ

でき上がったものがあ

情報処理という名前が付

しい分野ですけれども

らく漢字を主に扱って

言うとコンピューター

たような新しい分野で

って，そこでは

けられています。２つ

，ま

る東

・サ

す。

の親

の間には非常

べることにし

とをもう少し

に競争的な在り方もある

て，今のところは，その

考えたいと思います。

と思いますけれども，そ

新しい分野はどういうふ

れについて後でもう少

うに出来上がるかとい

し述

うこ



つまりこの

うことがあっ

分野が初めてできる前に

て，また１人だけじゃな

，だれかが自分なりの研

くて，ある程度の人数が

究課題として扱ってる

集まると，学会でまず

とい

パネ

ルからはじめ

ます。最終的

けです。つま

と，その組織

もう１点は

ために，ある

て，次いで自分の学会を

には組織としてもそうい

り最初は個人的に優れた

化が必要だと思います。

，主に情報学から来てる

程度の基準に従って扱わ

持つようになり，自分の

うコース，分野，研究科

学者から始まるんですけ

それが１つ，漢字情報学

んですけれども，コンピ

ないといけないことにな

学術雑誌を持つように

もでき上がるようにな

れども，ある程度発展

の新しい分野について

ューターの中で資料を

っています。情報学は

なり

るわ

する

です。

扱う

そう

いう研究方法

ちょっと異な

い働きが見え

はっきりした

はそんなには

上の人物に関

，あるいは方法論に従っ

ってますから，そういう

ると思います。つまり情

情報に従って結論を出せ

っきりした情報がないこ

して今残っている資料は

て進んでいくのですが，

ところからも両親という

報学は，おそらく自然科

るようになっていますが

とが多いんですね。たと

，その資料しかないんで

人文科学における方法

ことから見ると非常に

学が持ってるような方

，それに対して人文科

えば歴史を考えると，

すから，どの日に生ま

論は

面白

法が，

学に

歴史

れた

とか，どの日

かにも，例え

ういうものを

りますから，

います。

もう１つ，

に何をやってるかという

ば言語の発展とかいろん

情報学的な，つまり自然

漢字情報学という新しい

人文科学から情報学に対

ことははっきりできない

なことで，いわゆるファ

科学的な扱いをしようと

分野では，新しい方法を

しての責任であると言え

ところが多いわけです

ジーな情報が多いので

すると，やっぱり矛盾

生み出すことが必要だ

るかもしれないんです

。ほ

，そ

があ

と思

が，

もちろん技術

きかという問

な感じと思い

けですが，こ

べきかという

すでにありま

的に可能かどうかという

題意識を持たないといけ

ますけれども，例えばク

ういった問題はエシック

問題，そういう課題があ

すけれども，例えばネッ

ことはさまざまですけれ

ない。つまり生物科学で

ローンは動物でできるの

な面からも考えないとい

ります。もちろん情報学

トワーク情報がだんだん

ども，それを本当にす

すでに問題になってる

ですから，人でもでき

けない。つまり本当に

とか，われわれの分野

進んでいくと，今度は

るべ

よう

るわ

やる

にも

プラ

イバシーが非

に分かってほ

ん私のために

ットのスープ

けですから，

はできないと

常に問題になってきます

しいのか，ほしくないの

その情報を使ってもらえ

を売っているところは，

そこには大きな矛盾があ

思います。これは漢字情

。私がどういうスープが

か，という問題は非常に

ばいいと思いますけれど

私のためじゃなくてそれ

ります。そういうものを

報学の新しい分野につい

好きかということは，

大きいと思います。も

も。例えばスーパーマ

自身のために働いてい

無視して研究だけ進む

ての別の１つの問題で

だれ

ちろ

ーケ

るわ

こと

す。

もう１つは

も，学問には

同じ研究をさ

の部屋にいて

，国際協力についてです

国籍がないということで

れる方の国籍とはまった

も，まったく世界の裏側

。ある面では言うまでも

す。つまり学問的に研究

く無関係に協力してもら

にいても，今の情報学，

ない問題と思いますけ

を進めたいことであれ

いたいと思うわけです

情報通信のおかげで，

れど

ば，

。隣

それ



はもうあまり

て考えてもい

もちろんそ

重要ではなくなりました

いと思います。

ういうことが言えるんで

。そういう意味で情報学

すが，反面このような理

と国際協力を１つにま

想的な国際協力にとっ

とめ

て妨

げになってい

語を持つとこ

いに違う立場

非常に微妙な

見ると，自分

両方があると

る壁もまだ幾つかありま

ろであれば，コミュニケ

から同じものを見るか，

違いのあることもありま

の文化の基になる古典文

，やはり少し違ってきま

す。１つは，お互いに違

ーションが取れない場合

あるいは違う立場から違

すから。自分の文化でも

学，遺産のようなもので

す。そういうところで国

う文化で生まれて，違

が多いんです。つまり

うものを見るかによっ

違う面から，つまり外

も，時代や地域的な距

際協力はもう１つの意

う言

お互

て，

から

離の

味が

あると思いま

もちろん国

ないと実質的

幾つかの国際

カルチャー・

概念をもって

す。

際協力は個人的なやりと

な協力ができません。そ

的な協会や組織ができ上

アトラス・イニシアチブ

いろんな学問的な成果を

りだけじゃなくて，ある

のために勝村先生の話に

がっています。例えば

というのは，１つの方法

整理する方法ですけれど

程度組織からも支援を

も出てきましたけれど

，エレクトロニッ

論に従って，つまり地

も，それは国際協力の

受け

も，

ク・

図の

１つ

のパターンで

もう１つの

シアチブは，

とも漢字情報

術組織でもあ

だと思います

あると思います。

例を挙げると， ，

１つのテーマを中心に国

学にとっても非常に役に

りますし，漢字情報学と

。

エレクトロニック・ブッ

際協力が進んでいるよう

立つと思います。それだ

いう新しい分野が，議論

ディスト・テキスト・

な組織ですけれども，

けじゃなくて広い意味

しながら成立してると

イニ

両方

の学

ころ

司会 あ

概略をう

らない分

はないか

１つは

りがとうございます。「漢

まくまとめていただきま

野については色々な課題

と思います。

，漢字情報学について，

字情報学と国際協力」と

した。ただ漢字情報学とい

があると思いますので，議

こういった学問があり得る

いう課題について，それぞ

うまだ必ずしもかたちの

論していただければいい

のか，あるいはあり得る

れの

定ま

ので

とし

て，将来

先生，そ

出身です

っている

なかな

質問等ご

いと思い

，どういうような形を取

れからコメントをされた

から，そういう意味では

のかどうかということも

か短い時間では難しいん

ざいましたら，お一人，

ます。では，安岡先生，

るべきなのかという問題

ウイッテルン先生，お二人

必ずしも漢字情報学の実

多少気にかかる部分かと思

ですけれども，それを補

お二人，時間は大変限られ

お願いします。

があります。パネリストの

とももともとは人文科学

体について，全面的な把握

います。

完するようなご意見，ある

てますけれども，お願い

勝村

のご

にな

いは

した

安岡孝一 ちょっと分からなかったところが幾つかあります。情報学の世界では国際協力



というのはご

り前だという

く普通になされていると

のは分かります。漢字学

いうか，もともと外から

というのも，実は一応外

入ってきたものだから

から入ってたものです

当た

から，

もともととし

前だというの

際協力すべき

辺について，

司会 あ

て国際協力されているの

も分かるんですが，この

なんだろうかというのが

勝村さんとウイッテルン

りがとうございます。簡

は当たり前と。全然別の

２つを漢字情報学として

，非常に私も疑問として

さんとご意見があったら

単にお願いします。

意味でされてるのは当

融合させたときに，ど

思っているんですが，

お願いしたいんですが

たり

う国

その

。

勝村 やはり

はそうなって

司会 よ

すと，こ

漢字を用いている東洋学

いくだろうと思っていま

ろしいでしょうか。なか

の課題は，パネルディス

の側から問題をぶつけて

す。

なか議論が発展しにくいと

カッションの４つある題

いくのが本筋で，これ

いいますか，反対から言

目の１つということでなし

から

いま

に，

全日これ

します。

字情報学

はいろい

えていく

めて漢字

に当てないと，ある程度

実際に漢字にかかわる情

という学問が，必ずしも

ろな機会を見つけながら

といますか，定義してか

情報学の正しい発展が可

の共通の理解というところ

報学的研究がさまざまな

まだはっきりした形を取

，この方面の研究の実体

かる必要があると思いま

能になるというところか

までいかないような気も

されているにもかかわらず

っていないわけですから，

に対して，もう少し枠組み

す。そういうふうにしてこ

と思います。また，最後に

いた

，漢

今後

を考

そ初

討論

の時間がございますので，そのときにでもお話いただければと思います。



愛知大学現代中国学部の海外拠点

愛知大学教授 緒形 康

司会 時

知大学現

に今，愛

っておい

緒形先

間の関係で先に進ませて

代中国学部の海外拠点」

知大学の現代中国学部と

でで，その経験を踏まえ

生は現代中国学部の教授

いただきます。お二人目は

という課題でお話をして

いうところで，実際に中国

たお話をしていただけるも

をしておいでですけれど

，愛知大学の緒形先生に

いただきます。緒形先生は

と共同の作業をいろいろ

のと考えております。

も，もともと東京大学で学

，「愛

まさ

なさ

位を

取られた

研究であ

こられま

当してお

それで

わけですが，そのときの

りまして，その後，専ら

した。愛知大学の現代中

られるということで，こ

は，よろしくお願いいた

テーマは，進化論を中国に

中国共産党史をはじめとす

国学部で出しておられる

の方面では一番造詣の深い

します。

紹介したことで有名な厳

る現代中国の研究に従事

学術雑誌『中国 』の編集

方だと伺っております。

復の

して

も担

緒形 ご紹介

私が現在勤務

は，ちょうど

に創設したば

東海地域の１

プロジェクト

いただきました緒形です

する愛知大学現代中国学

今から５年前の 年４

かりの大変若い学部です

私立大学がこういう大き

を始めたことについては

。

部

月

。

な

歴

史的な理由が

の前身が東亜

ら 年まで上

前の高等教育

す。 年の

校になり，

ございます。私たちの大

同文書院という， 年

海にキャンパスを構えた

機関であったことがそれ

敗戦によって同文書院は

年の歴史を終えました。

学

か

戦

で

廃

日本に引き揚げてきた同文書院の教員が，やはり廃

校に追いこま

ども満州建国

です。

年，新

部分的に復活

もあり，敗戦

れた他の植民地大学であ

大学の元教員と共に，愛

しい大学になって 年を

させようという意見が出

後の長い間，私たちはむ

る京城帝大と台北帝大，

知県豊橋市に 年に設

迎えた節目の年に，東亜

てまいりました。同文書

しろそうした過去を切り

それからごく少数です

立したのが現在の愛知

同文書院の伝統をもう

院はスパイ大学という

捨てる方向で動いてき

けれ

大学

１度

汚名

た。

しかし，果た

う教学プログ

のが含まれて

して負の遺産ばかりだっ

ラムには，現代中国の真

いないか，その良いもの

たのだろうか。中国をそ

の理解がますます求めら

を継承することはできな

の現場から理解しよう

れる現在から評価すべ

いかということで作ら

とい

きも

れた



のが私たちの

こうして，

学部です。

まさに名称通り，現代中国を全面的に教学の対象にし，現代中国の政治・経

済・文化に対

ということだ

ことを目標に

対話」に他な

これからお話

まず，同文

する広い理解，これは語

けではなくて，全人格を

した学部が生まれました

りません。そしこの「直

いたしますような３つの

書院の時代は４年間上海

学力が中心になるのはも

あげて中国と接していけ

。高く掲げたキャッチフ

接対話」を実現するため

柱を設けるにいたりまし

にいて中国語漬けでした

ちろんですが，単に語

るような若い人材を育

レーズは，中国との「

に，カリキュラムの上

た。

。その環境を再現する

学力

てる

直接

で，

こと

は無理だとし

語学教育を行

月を用いて，

部分は韓国留

おりますけれ

第２の柱は

ても，できるだけそれに

う環境を作りたいという

天津の南開大学で約

学生）の中国語集中教育

ども，これが第１の柱で

，これも同文書院時代に

近づけたい，できるだけ

ことで，現在は１年生の

名の，日本人と中国語を

を実施しています。「現

す。

ヒントを得た現地社会調

長い期間，中国で集中

後半，第２セメスター

母国語としない留学生

地プログラム」と名付

査のカリキュラムです

的に

４カ

（大

けて

。同

文書院時代は

地社会の調査

し，１年近く

それをきちん

ということで

現地研究調査

，全学生がそれぞれ数名

を行いました。期間はま

調査した人もいますけれ

と保管するということが

，私たちは３年生，第５

」カリキュラムを設けま

のグループを組みまして

ちまちです。１カ月とい

ども，その調査記録を卒

なされていた。この「調

セメスターの夏休み３週

した。「現地プログラム

，中国に自由に出向い

う短期のものもありま

業論文にまとめて，し

査旅行」の伝統を見直

間を使って実施する「

」のように学生 名全

て現

した

かも，

そう

中国

員を

調査に派遣す

聞き取り調査

第３の柱は

日常茶飯に行

先生，しかも

最初は３名お

ることは財政的にとても

をやることにした，これ

，同文書院では中国語に

われていたわけですが，

，日本語がまったくおで

願いしましたけれども，

無理ですから， 名を選

が第２の柱です。

よる講義，あるいは中国

これを現代に生かしたい

きにならない方を専任教

その先生方に中国語によ

抜して教員と共に現地

語による討論というも

と考え，中国大陸の現

員としてお招きしまし

る講義，語学ではない

での

のが

職の

た。

専門

の講義を受け

中国史概論で

ト等も全部中

この３つの

す。私たちの

語言文化大学

持ってもらう。まず立ち

した。「現地プログラム

国語で提出するというカ

柱を実現するためには，

大学は，中国大陸・台湾

，北京第２外国語学院，

上げた科目は，中国法，

」から帰った学生にそれ

リキュラムを作った，こ

当然中国の大学との緊密

地域に合計８つの拠点

上海外国語大学，中国社

中国文化史，中国社会

らを聴講させ，試験レ

れが第３の柱です。

な学術交流と提携が必

（南開大学，復旦大学，

会科学院研究生院，中

学，

ポー

要で

北京

国工

運学院，台湾

現代中国学部

工運学院がそ

まず，南開

師範大学）を持っており

の新しい教学プログラム

れです。

大学という海外拠点につ

ますけれども，その中で

の実践の場としました。

いてお話いたします。愛

特に２つの拠点を選ん

すなわち，南開大学，

知大学にとって，南開

で，

中国

大学



との学術協定

んだ学術協定

みに多くの理

は 年以来と最も古い

でもあります。南開大学

解と援助を惜しまれませ

。付言しますと，この協

はそうした前史もあって

んでした。私たちは，こ

定は日中の大学が始め

，現代中国学部の新し

の南開大学のご理解を

て結

い試

得て，

そのキャンパ

「現地プログラ

は学部を立ち

上げるために

中国大陸の事

設に踏み切っ

ス内に南開愛大会館とい

ム」という中国語集中

上げる際，ホームステイ

は日本語の環境からでき

情ではそういうことはで

た次第でございます。

う６階建ての教学楼を建

教育はここを拠点として

という形態を強く希望し

るだけ離れることが必要

きにくいということで，

設することを許されま

います。もっとも，私

ました。語学教育の効

ですから。しかし，現

次善の策として愛大会

した。

たち

率を

代の

館建

愛大会館は

ておりますの

ほど高田先生

誌との関わり

に，中国の専

きな目玉とし

名の学生を全員収容

で，「現地プログラム」

が少し触れられました，

で申しますと，『中国

門家の方々と中国語で行

ているのですが，この

できる部屋以外に，講義

以外にもさまざまな有効

現代中国学部が編集する

』は「直接対話」という

った対談記録を毎号掲載

『中国 』の中国語版を出

室，事務室，食堂を完

利用が可能であります

『中国 』という学術

学部の理念を実現する

するという企画を雑誌

版するための拠点（日

備し

。先

機関

ため

の大

本語

原稿の翻訳，

これ以外に

ず，南開大学

始めているの

は不可欠です

日本ではなく

編集）は，南開愛大会館

も，次のような新企画を

付属高校から直接に留学

ですが，長期留学生の募

。その際，面接試験を実

現地での面接が可能とな

に置かれるのが望ましい

南開愛大会館でやれない

生を募集する試みです。

集は「直接対話」を教学

施しなければなりません

ります。

ことだと考えておりま

かと，目下構想中です

短期留学生の募集はす

目標とする現代中国学

が，南開愛大会館であ

す。

。ま

でに

部に

れば，

先ほど中国

ども，私は個

ております。

るのは，衛星

んでおります

と愛知大学に

語による講義を３名の先

人的には３名ではまだ少

しかし，財政的な問題も

テレビを使った遠隔授業

から，南開愛大会館を有

それぞれ衛星テレビ装置

生をお招きして行ってい

なすぎる，もっとこの枠

あって直接招聘には限界

プログラムです。最近は

効に使えばこれが可能に

を設営して，愛大会館に

るという話をしました

を増やしていきたいと

があります。唯一考え

大学に関する規制緩和

なるのです。南開愛大

中国各地から大学の先

けれ

考え

られ

も進

会館

生を

お招きして，

同時放映して

義終了後，中

れないか。こ

ではないでし

とってもそう

そこで連続講義をやって

，日本で学生にその講義

国大陸に送って先生方に

の衛星テレビを使った講

ょう。中国のさまざまな

容易く聴講できるもので

いただく。その記録をビ

を聴講させる。成績評価

採点していただき，単位

義ビデオは，日本人の学

地域の先生方による講義

はありません。教材販売

デオに撮るなり，ある

については，試験答案

化するということが考

生にとって意味がある

は，中国大陸の学生諸

という商業ルートに乗

いは

を講

えら

だけ

君に

せて

も充分に採算

越えた授業形

南開大学と

の合うプロジェクトであ

態の可能性を追求してゆ

並んで，中国工運学院と

ると思われます。南開愛

く上でも，可能性に満ち

いう「拠点」にも，私た

大会館は，こうした国

た「拠点」なのです。

ちは大きな期待をかけ

境を

てお



ります。ここ

台であります

は現代中国学部のカリキ

。中国工運学院という学

ュラムの第２の柱である

校は，中華全国総工会―

「中国現地研究調査」

―中国共産党が指導す

の舞

る，

労働組合のい

査を行うに際

外国人が社会

ざいます。し

ておりまして

多くの便宜を

わゆる総元締め――が経

してこの学校を選んだの

調査を行うにあたっては

かし，工運学院は労働組

，特に工場労働者との関

提供して頂けるからでし

営する幹部養成学校です

は，次の点に考慮したか

体制の違いということも

合関係の学校ですから，

係が深いために，国有企

た。「中国現地研究調査

。私たちが中国での社

らです。現在の中国大

あり，さまざまな制約

全国各地に組合支部を

業などの調査にあたっ

」は北京，上海，大連

会調

陸で

がご

持っ

ては

と３

回実施したと

この「中国

て立ち上げた

られる方はご

度の高いもの

は最も有名で

ころで， 年は昆明を

現地研究調査」が，同文

プログラムであることは

承知だと思いますけれど

があります。満鉄調査部

す。フイリップ・ホアン

考えております。

書院時代の「調査旅行」

先ほど申し上げました。

も，戦前の日本が行った

が東北・内蒙古・華北・

やデュアラなどの歴史家

とその「報告書」を意

中国の近現代史をやっ

中国現地調査にはかな

華東で行った「慣行調

がこの「慣行調査」を

識し

てお

り精

査」

使っ

て挙げた中国

書」もそうし

評価を加える

は，雄松堂の

同文書院の

た数期を除き

社会研究の成果について

た戦前の成果の１つとし

べきものと思われます

協力を得て全篇マイクロ

調査旅行は 年から

，ほぼ 年以上にわたっ

も周知のことでしょう。

て，今後，歴史学や社会

（愛知大学に保存されてい

フィルム化されました）

年間続きました。日中戦

て継続したこのプロジェ

同文書院の「調査旅行

学の分野の専門家が一

るこの「調査旅行報告

。

争で調査が実施できな

クトの調査範囲は，中

報告

定の

書」

かっ

国の

ほぼ全域にわ

に通行証が発

争中も汪精衛

亜同文会，あ

最も優れた成

私たち現代

たっています。しかも，

行され，学生はかなり自

の上海偽政府がパスポー

るいは外務省が中国専門

果の１つが，『支 省別

中国学部が，この「調査

この調査旅行は外務省の

由にいろいろなところに

トを発行している。さら

家を使って整理し直す。

全誌』です。

旅行」のレベルを越える

強力なバックアップの

出入りできました。日

に，これらの調査記録

整理し直して出来あが

ことは，はなから不可

もと

中戦

を東

った

能で

す。それは，

由」調査がで

書院学生の中

泥の差があり

を後で専門的

先人たちの試

半植民地に苦しむ中国を

きないという意味からだ

国語力と，現代中国学部

ますし，全員参加がとて

に整理し直すという余力

みと比較して，非常に見

横目に帝国行政の強力

けではありません。４年

学生の「現地プログラム

も無理だということもあ

が，残念ながら私たち教

劣りがするのは如何とも

なお墨付きで推進した

間上海で教育を受けた

」４カ月の中国語力に

る。また，学生の調査

員の側にはない。 年

しがたいのです。

「自

同文

は雲

記録

前の

ただ，私た

ります。それ

の植民地経営

されることの

ちが同文書院の「調査旅

は何かと言いますと，戦

の利用に供されましたが

是非を問う姿勢が，少な

行」と比較して１歩を進

前の満鉄や東亜同文書院

，そうした政治的目的に

くとも同文書院側にはか

めたと言って良いもの

の記録はいずれも帝国

自分たちの調査記録が

なり稀薄でした。もし

があ

日本

転用

あれ



ば，汪精衛の

ません。社会

戦前の社会調

上海偽政府が発行するパ

科学に関するデータは客

査は完全に見落としてい

スポートをあれほど無造

観的な精度が高ければそ

たと思います。

作に使用できたはずが

れでいいのかという問

あり

題を，

スパイ学校

あります。私

現代中国学部

た。自分たち

ことが文化の

確認するとい

という汚名を私たちの先

たちがそういった過去の

が達した結論は，調査し

が何を調査したかという

独善性というかエスノセ

うことです。

人がこうむることになっ

愚行を繰り返さないため

た内容を中国の人々に公

ことを中国の人々の前で

ントリズムに陥っていな

たのも，そのことと関

にはどうすれば良いの

開してゆくということ

発表し，自分たちのや

いかを，中国の人々と

係が

か。

でし

った

共に

それで 日

生の前で中国

ジウム」に当

力的にもどだ

てみようとい

学生も，つい

の調査の中，最後の５日

語で発表して，中国の学

てようということになっ

い無理だという強硬な反

うことに落ち付きました

て行った教師も文字通り

間を，学生が中国語で調

生からコメントを得る活

た。そんなことができる

対意見もありましたが，

。確かに，この企画は大

不眠不休です。調査記録

査記録をまとめ，中国

動，いわゆる「国際シ

わけがない，時間的に

とにかく１年だけでも

変きつい。最後の５日

の中国語作成，公表に

人学

ンポ

も能

やっ

間は，

適切

な内容かの工

に伝えるため

ときは，学生

の企画は「中

得ました。こ

その調査の意

運学院側のチェック，そ

の発音練習などなど。し

も教員も一種名状し難い

国現地研究調査」の不可

れによって，私たちは自

味を検証するという，調

のチェックに基づいた原

かし，悪戦苦闘の末，国

感動に襲われました。や

欠の一環なのだいう確信

分たちの調査の内容を，

査における最も重要な方

稿修正，原稿の内容を

際シンポジウムが終わ

はり，やって良かった

に似たものを参加者全

調査した対象へと還元

法論を得たことになり

正確

った

，こ

員が

し，

ます。

この試みに

際シンポジウ

の大学生も日

ろんシンポ参

お招きして，

ので，トヨタ

は実はまだ後日談があり

ムで発表した以上，シン

本に招こうじゃないかと

加者全員を招くことはで

１週間ほど，ちょうど私

の工場見学を中心に社会

ます。日本側が中国に調

ポジウムに出席し，貴重

いう気運が学生たちから

きませんが， 名ばかり

たちの地域のすぐそばに

調査をやっていただいて

査に出向き，その成果

な意見を寄せてくれた

起こってきたのです。

ですけれども，愛知大

トヨタ自動車がござい

，中国の学生諸君には

を国

中国

もち

学に

ます

，今

度は日本語で

５月に実施し

日中の対等な

の実現に向け

現代中国学

としての財政

調査結果を発表してもら

たばかりではございます

相互学術交流という段階

た努力を今後とも続けて

部が海外拠点において模

的な限界の他に，それを

い，われわれが意見を出

が，「中国現地研究調査

に進んでいます。私たち

いきたい所存です。

索中の以上の試みにつき

推進する私たちの側の人

すというものです。

」は少しずつ，文字通

は，さらに対等な相互

ましては，地方の私立

材や能力の面での限界

年

りの

交流

大学

がご

ざいます。そ

れば，もっと

まざまな場所

の意味でも，私たちの経

大きな可能性が花開くの

で進めておられる現代中

験を，ここに集まられた

ではないかとも感じてお

国との国際協力に関する

皆さんのもとでやって

りますし，逆に皆さん

経験を，私たちにご教

頂け

がさ

示し



て頂ければと

配慮には，改

も思います。こうした報

めて深甚の謝意を表した

告の機会を与えていただ

く思います。

きました主催者の皆様のご

以上で報告を終わります。ご清聴有

コ

難うございました。

メ ン ト

人文科学研究所教授 森 時彦

司会 あ

をちょう

くお願い

森 非常に中

も 年まで

りがとうございます。す

だいいたします。コメン

いたします。

身の濃いお話をお聞かせ

愛知大学に奉職しており

ぐコメントをしていただき

テーターは本研究所の森

いただきまして，ありが

ました。もし人文研に換

まして，その後でまた御

時彦教授でございます。よ

とうございました。実

わっていなければ，緒

意見

ろし

は私

形さ

んの大変なお

いたしますと

私がおりま

一つの学部を

うのが設けら

いうのは，そ

仕事を自分が引き受ける

ともに，緒形さんの献身

した頃は，法学部，経済

構成する三つの学科だっ

れまして， 名ずつぐら

ういった三つの学部に分

ことになっていたかと思

的なご努力に敬服するば

学部そして経営学部と，

たんですけれども，そこ

いの学生が属しておりま

かれていた中国コースを

いますと，やれやれと

かりです。

そのころは法経学部と

にそれぞれ中国コース

した。この現代中国学

一つにまとめたものだ

安堵

いう

とい

部と

と伺

っております

が可能で，そ

とりわけ愛

一つである東

うものが非常

しました。

。私学の場合には，そう

のことによって得意分野

知大学の場合は，そうい

亜同文書院以来の伝統を

に大きな意味を持ってい

いうふうに資源を有効活

を発展させていくケース

う資源の集中といった意

いまに生かすという面で

るということを，きょう

用して一点集中という

が見受けられます。

味だけではなしに，前

も，この現代中国学部

のお話を伺って再確認

こと

身の

とい

いた

実は前回の

先生がこうい

ページをご覧

ます。「フラン

典学の伝統が

古代ギリシャ

シンポジウムのときに，

うことをおっしゃってい

いただきたいんですが，

ス，イタリア，ドイツ

関係しないことはないの

・ローマの研究所が昔か

イタリア・ナポリ東洋大

ます。皆さまのお手元に

その一番下の段のところ

が海外の施設を持つこと

ですが，特に考古学の分

らありました。そこに交

学のシルヴィオ・ヴイ

ありますパンフレット

で次のように言ってお

は，これもある意味で

野では，古代オリエン

代で研究者か滞在し，

ータ

の

られ

は古

ト，

若い

人々が長い間

そこには植民

意味で問い直

も，愛知大学

現地に住んでいる人の指

地時代の影響もないでは

されているのは明らかで

の試みというのは，まさ

導を受けて研究するスタ

ありませんが，昔からあ

す」と。もちろん若干対

に東亜同文書院の伝統を

イルになっているわけ

るものの重要性が現代

象は異なるわけですけ

現代に生かすという試

です。

的な

れど

みで



あるように思

ただ，先ほ

ヨーロッパの

います。

ど緒形さんは「スパイ大

植民地時代の影響よりも

学といわれていた」とお

より強い形で，日本軍が

っしゃいましたけれど

中国を侵略したという

も，

歴史

が重くのしか

東亜同文書

度戦前の日本

く考えてみる

に，そういっ

て問題を孕ん

かっていることも，また

院については，これの創

の対中国政策においてど

必要はあるとは思います

た戦前の東亜同文書院の

でいたような面について

事実であります。

設者であります根津一の

ういう意味を持っていた

が，ただ，緒形さんが繰

いいところを現代に受け

は，それを克服する努力

思想を含めまして，も

のかということを，よ

り返し指摘されました

継いで，そして戦前に

をする。その手段とし

う一

り広

よう

おい

て，

緒形さんは直

に聞いていた

味で正しい形

者，とりわけ

ある試みであ

私もこの東

接対話，とりわけ自分た

だき，またその反応を直

で現代に受け継ごうとし

現代中国を理解しようと

ると思います。

亜同文書院の卒業旅行の

ちが調査したものを中国

接伺う，という新しい方

ておられるということで

する者にとっては，非常

資料を自分の研究にたび

語で発表し，中国の人

法によって，伝統をあ

，われわれ中国学に携

に興味深い，また，意

たび使わせていただい

たち

る意

わる

義の

てお

ります。ただ

いたらよろし

でるような，

まして入手し

京漢線と隴海

した学生がの

，これは何と言いまして

いかと思います。ですか

かなりレベルの低いもの

たような得がたい記録も

線が交差しますところに

こした記録があります。

も，学部学生の卒業論文

ら，中にはほかの本から

もありますけれども，逆

多数あります。例えば私

鄭州という町があります

鄭州は河南省とか山西省

程度のものと考えてい

の孫引きだけで責をふ

にやはり実際に現地に

が利用しましたもので

が，そこに調査に出か

の綿花を一手に集散す

ただ

さい

行き

すと，

けま

る基

地で，ここに

取引関係の資

入ってきて，

か，という詳

資料ではとう

ルの資料を残

日本の商社が幾つか進出

料を大量に貰い受けてき

そしてそれが今度はどれ

細なデータを卒業旅行報

てい得られないような貴

してくれていることにな

しておりました。その学

まして，そしてどこの産

だけの量，例えば上海に

告書にのこしています。

重なデータで，現在の中

ります。

生はそれらの商社から

地の綿花がどれだけ鄭

行ったとか天津に行っ

これなんかですと，ほ

国学にとってもトップ

綿花

州に

たと

かの

レベ

もちろん繰

ある一方で，

伝わっている

究のために大

に思います。

司会 あ

り返し申しますように，

やはり現地で実際に調査

と言えます。愛知大学の

きな礎石を残していって

以上です。

りがとうございました。

学部学生の卒論程度のも

してきたことの重みとい

今の試みが，そういう形

くれるということも，確

先ほどの緒形先生のお話，

のですから，当然の限

うのは，歴史を超えて

でまた今後の日本の中

信をもって期待できる

それから森先生のコメン

界が

今に

国研

よう

トを

お聞きし

私は今ま

まして，愛知大学の現代

であまりよく知りません

中国学部でやっておられ

でしたけれども，なるほど

るさまざまな試みについて

いろんなことをやってお

は，

られ



るなと大

うとしま

変感心いたしました。わ

すと，なかなか実際には

れわれ，例えば京都大学の

難しい問題が多々あると

ような国立大学でこれを

思うんですね。そういう意

やろ

味で

は，１つ

を，注意

ただ，

るわけで

何かフロ

が，いか

の試行的なやり方として

深く見守っていきたいと

今し方ご指摘もありまし

，そういった具体的な点

アのほうでご意見ないし

がでしょうか。

，愛知大学の試みが将来ど

思います。

たように，いろんな問題点

について，私自身も質問し

ご質問等ありましたら，

ういうふうになっていく

もやはりこの中には含ま

たいような気もするんで

一，二受け付けたいと思い

のか

れて

すが，

ます

長尾真 どな

は，京都大学

に行っていろ

と常々思って

れができませ

たもご質問がありません

の学生諸君がこれから国

んな経験をしてもらわな

おるところであります。

んのですけれども，現在

ので，１つお話させてい

際的な視野で物事を考え

ければいけないと思って

ただ，国立大学でありま

，カリフォルニア大学

ただきたいと思います

るためには，ぜひとも

おりまして，何とかし

すところから，なかな

の と実時間で講

。私

外国

たい

かそ

義交

換をやってお

に行かせまし

の学生

で，朝の９時

一緒に講義を

うなことが，

りまして，その講義を聴

て，同じ講義を聴いてい

も京都大学に１週間や

から京都大学で講義があ

聴いて，質問をお互いに

遠隔講義システムででき

いておりました学生を

た向こうの学生諸君と交

って来ました。この遠隔

りますと，向こうは夕方

やるとか，お互いにディ

るようになっているので

１週間 に去年の

流をさせました。向こ

講義はオンライン，実

４時の講義になりまし

スカッションするとい

すけれども，そういう

３月

うの

時間

て，

うよ

ので

交流をしても

それから京

ディスカッシ

近， 月の末

るだけ多く連

そういう意

らいましたら，大変学生

都大学の海外フォーラム

ョンをカリフォルニアの

にロンドンとエジンバラ

れて行きまして，いろん

味で少しずつやっている

諸君には刺激になったと

というのを，今日のこう

サンタクララで今年の１

でも違うテーマでやりま

な経験をさせました。

んですけれども，例えば

いうことがございます

いう形の発表会とかパ

月にやりましたし，つ

して，大学院の学生を

立命館大学はカナダ・

。

ネル

い最

でき

バン

クーバーのブ

学生を行かせ

うところで数

る。それから

こかの大学は

して，これか

リティッシュ・コロンビ

ている。それからスタン

カ月ずつ学生を入れ代わ

甲南女子大学でしたかど

ストラスブルク近郊に宿

ら京都大学もできればい

ア大学に宿舎を持ってお

フォード大学は，スタン

り立ち代わり滞在させて

こかはフランスに持って

舎を持ってやっておりま

ろんなことをやりたい。

りまして，毎年たくさ

フォード京都センター

，いろんなことをやっ

いる，あるいはもう１

す。そういうことがあ

んの

とい

てい

つど

りま

そういった

うのをつくり

な活動をした

よび学生交流

ことの１つのやり初めと

ました。これから上海地

い。それからできれば復

をやりたいと，経済学研

しまして，経済学研究科

区の学生諸君を京都大学

旦大学と京都大学との間

究科は考えておられます

が復旦大学に上海拠点

に呼び寄せるためにい

でいろんな学術研究交

。そういったことで少

とい

ろん

流お

しず



つはやってゆ

司会 ど

きたいということです。

うもありがとうございました。京都大学においても，これから一層国際協力を進

めていか

すと，そ

緒形先生

ろうかと

実は，

も，もし

なければならないという

う遠いところではありま

のお話にもありましたよ

思います。

私自身もかつて京大の教

これを京都大学でも本気

ことだと思いますが，こと

せんし，技術的にも問題

うに，やはり言葉の問題と

養部で７年間中国語教師を

でやろうとしますと，京都

中国との関係について申

はないと思うんですが，先

いうのが最も大きな課題

した経験がございますけ

大学における中国語教育

しま

ほど

にな

れど

の抜

本的改革

るのであ

り組みた

ないし，

ロアの皆

らくお休

が必要だと思います。も

れば，人文科学研究所と

いと，実は思っておりま

ぜひともそういうことを

さま方もご意見があれば

みをちょうだいいたしま

しそういうことを長尾先生

しても全面的にそういった

す。そういう体制になれ

やってみたいと考えてお

，後でどうぞ出していた

して，大変慌ただしいこ

が総長としてご支援いた

中国語教育の改革も含め

ば，そういうことも不可能

ります。この問題について

だきたいと思います。では

とで恐縮ですが， 分に再

だけ

て取

では

，フ

しば

開と

いうことでお願いいたします。

（休 憩）



中国文化遺跡の修復事業と発掘

司会 そ

飯島武次

うことで

事を進め

れでは後半部分に入りた

先生です。お話しいただ

ございますが，飯島先生

ておられます。とりわけ

いと思います。後半の最初

きますテーマは「中国文

は考古学のご専門で，中国

，ユネスコの文化遺産保存

駒澤大学教授 飯島

のパネリストは，駒沢大

化遺跡の修復事業と発掘」

とさまざまな提携のもと

の関係で何度も中国に行

武次

学の

とい

に仕

かれ

て，中国

石器時代

究」「中

在外研究

及び中国

ど申しま

と共同で仕事をしておら

，及び殷周時代がご専門

国周文化考古学研究」とい

員として北京大学の考古

社会科学院の考古研究所

したように， 年からユ

れます。ご専門は中国の

ですが，「夏殷文化の考古

った，たくさんの著書を

系にも滞在されましたし

から教官や学生を受け入

ネスコの遺跡保護に取り

考古学の中でも古い時代で

学研究」「中国新石器文化

発表しておられます。 年

， 年から，北京大学の考

れておられますし，かつ，

組まれて，日中間の学術交

，新

の研

には

古系

先ほ

流を

大変積極

今日は

見できる

飯島 ご紹介

短い時間です

的に進めておいでです。

，そのご経験からお話し

と伺っております。よろ

いただきました飯島です

が，中国における遺跡の

いただきますとともに，ス

しくお願いいたします。

。

保

ライドでいろいろな写真を拝

存修復事業の

今年，中国陝

大学の考古学

発掘実習の一

いと思ってお

ユネスコは

話と，それからもう１つ

西省咸陽市で私どもの駒

専攻が，授業として行っ

部を紹介させていただき

ります。

，国際連合の教育科学文

，

澤

た

た

化

機関です。世

て，教育・科

く機関です。

らお聞きした

仕事ができな

うばってしま

界のいろいろな地域に対

学方面での援助を行って

パリのユネスコ本部の方

話しとして，教育関係で

い。科学関係では近年の

った。そのような状況の

し

い

か

は国家間，民族間の問題

世界各研究機関の科学技

中で，これからのユネス

があって最近は思うよ

術進歩はユネスコの仕

コは文化関係の仕事に

うな

事を

力を

入れる必要が

遺産つまり人

止め，保存を

た。

あると言うことでありま

類が残した遺跡を守る仕

し，後世に遺跡を残して

した。ユネスコには，文

事があります。ユネスコ

いくという仕事を近年積

化活動の一環として，

は，遺跡が壊れていく

極的に行うようになり

文化

のを

まし



年あるい

した。外務省

が進められて

は 年ぐらい前から，日

の文化交流部文化第一課

おります。実質的には日

本の国際貢献の必要性が

が所管になり，ユネスコ

本政府がお金を拠出する

強く言われるようにな

の事業に協力していく

のですが，直接日本政

りま

仕事

府が

遺跡保護事業

基金をつくり

このような

ンコクでアン

初めてです。

新疆ウィグル

を行うのではなく，一度

，そのお金を使って，ユ

体制で仕事が始まったの

コール遺跡の保存に関す

その後， 年から交河

自治区のトゥルファンに

パリのユネスコにお金を

ネスコが遺跡保存事業を

はそう古いことではあり

る第１回の専門家円卓会

故城の保存修復事業が始

あります。最初の保存修

入れて，そこに日本の

行う形をとっています

ません。 年にタイ

議が行われまして，こ

まりました。この遺跡

復事業の対象として交

信託

。

のバ

れが

は，

河故

城が選ばれた

ことに理由が

に日本政府の

います。その

おります。そ

が，ユネスコ

のは，東京芸術大学の平

あるような気がいたしま

お金を拠出しました。こ

後， 年から西安市の

れから 年の今年から

の基金で行われることに

山郁夫先生あたりがシル

す。交河故城の風化が著

の交河故城の事業は，お

唐長安城大明宮含元殿の

は，クムトゥラの石窟と

なっています。

クロードをお好きであ

しく，それを保存する

おむね 年には終わ

遺跡保存と修復が行わ

竜門石窟の保存修復の

った

事業

って

れて

事業

年に外

を計画したと

政府が保存事

跡の保存の援

りました。外

ありますが，

務省の文化交流部から国

ころ，中国側が ヶ所ほ

業援助をするのに適した

助をするのがよいか，そ

務省は，最初に江上波夫

先生方は調査を引き受け

際貢献の一環として，中

どの遺跡を候補にあげて

遺跡を選んでほしいとの

ういうことを調査し，報

先生や平山郁夫先生にそ

たものの，土壇場まで仕

国の遺跡の保存事業の

きたので，その中から

依頼がありました。ど

告してくれということ

のような相談をしたよ

事をおやりにならなか

援助

日本

の遺

であ

うで

った

ようです。時

「それじゃあ若

化交流部のほ

ところにそう

それで若手

ことになりま

間が経過し，予算や年度

い研究者の誰かに話し

うにおっしゃったのでは

いう話が来たということ

の研究者５名でミッショ

した。中国側が候補にあ

の関係で外務省がしびれ

てみろ」というようなこ

ないかと思います。そう

です。

ンを組み， 年に中国

げた遺跡の数は多く，全

を切らしたところ，た

とを，江上先生あたり

いうことで，たまたま

へ遺跡調査旅行に出か

部の遺跡を見て歩くわ

ぶん

が文

私の

ける

けに

もいきません

力がありませ

いとの考えを

たいという注

城，隋唐の洛

いですが漢の

。中国の新石器時代の遺

ん。また外務省側として

持っていました。さらに

文が出てきました。そう

陽城，唐の長安城，渤海

長安城を調査の対象に選

跡は，地中に埋まってい

は個人崇拝につながるよ

日中の歴史に関係のある

なると都城址が候補に上

の上京竜泉府，それから

びました。中国を約２週

ますので遺跡を見た時

うな王陵の保存はした

遺跡の保存修復事業を

がってきます。漢魏の

日中の歴史と直接関係

間にわたって歩き，そ

に迫

くな

行い

洛陽

はな

れら

の遺跡が，保

なことを調査

した。

存する価値のある遺跡で

し，その結果を交流部に

あるかどうか，現状はど

「中国遺跡保存協力調査

うなっているか，その

報告」として提出いた

よう

しま



それらの遺

安城が上げら

跡の中で，日本と中国の

れます。遺跡は大変広く

初期の外交史と関係のあ

，唐の長安城の全域の保

る遺跡としては，まず

存に手をつけるわけに

唐長

もい

かないので，

大明宮の含元

掘った塹壕等

そこを修復し

み込まんとし

つの有力候補

長安城の北東辺にある大

殿遺跡付近は一部が西安

で一部切断されている場

て保存することを考えま

ておりましたので，そこ

は，倭の奴国王が金印を

明宮が，保存事業の有力

市のごみ捨て場になって

所もありました。このよ

した。西安の市街がしだ

の保存を考える必要があ

受け取った場所，これは

候補になりました。当

いましたし，また蒋介

うな状態にありました

いに広がって，大明宮

りました。それからも

確かなことはわかりま

時，

石が

ので，

を飲

う１

せん

が，あるいは

んが，史書の

の遺跡を，保

こういうな

の保存修復事

渤海の上京龍

卑弥呼の遣いが三角縁神

上で金印や鏡を受け取っ

存修復事業の候補にあげ

かで，外務省の考えもあ

業を援助することを，当

泉府つまり東京城遺跡に

獣鏡を受け取った，これ

た場所が漢魏の洛陽城遺

ました。

りまして，たとえば黒龍

初ユネスコも外務省もそ

関しては，ソヴィエトの

も確かなことはわかり

跡であります。これら

江省にある渤海上京竜

れを考えていたようで

学者が 年に調査に

ませ

二つ

泉府

す。

入っ

たことがあり

ると 年代

示し，そして

に関する歴史

たのでしょう

した。

ますし， 年に日本の

に中国と北朝鮮の合同調

現在その遺跡の中には朝

と現状を報告しましたら

，渤海上京竜泉府の保護

東亜考古学会が発掘調査

査が行われておりまして

鮮族が多数住んでおりま

，外務省側は複雑な民族

事業を候補から下ろした

をし，その後，新中国

，現在は韓国が大変関

す。そのような東京城

問題が起こる可能性を

方がよいとの意見に傾

にな

心を

遺跡

感じ

きま

年３月

元殿の修復に

した。この件

とで，北京の

の中にその話

として，唐長

に細川護 首相（当時）

関して基金を支出する用

に関して，中国側と前も

日本大使館員と共に中国

が盛り込まれることにな

安城大明宮含元殿の修復

が，訪中するに際して，

意があるということを中

って打ち合わせをし同意

側と打ち合わせを行い，

りました。細川首相の訪

協力が先の報告書の内容

日本政府としては大明

国側に伝えることにな

を得ておいてくれとい

細川首相のステートメ

中のステートメントの

に沿って中国側に伝え

宮含

りま

うこ

ント

一部

られ

ました。

そして，

いて基本計画

元殿は，３つ

する高さ

（ 年）の正

年から含元殿遺跡の基

，設計図をつくり，修復

大きな建物があって，測

という大変大きな建物

月に含元殿において，玄

礎的な発掘調査を行い，

の事業にかかることにな

り方にもよりますが，

の基壇です。『続日本紀

宗皇帝の前で，遣唐使の

年から発掘の結果に

りました。唐の大明宮

東西 ，南北 ，

』によれば，天平勝宝

藤原清河，大伴古麻呂

基づ

の含

残存

５年

が新

羅と席次を争

国，第三位に

怒りまして，

れて，席次を

っています。これは有名

吐蕃，その後の第四位が

日本は古来新羅より上位

変えさせたと記載されて

な出来事です。新羅の席

日本でありました。これ

の国であるということを

います。そういうことも

次が第一位，第二位に

を知って大伴古麻呂が

唐の将軍呉懐に強く申

あって，日本の遣唐使

大食

大変

し入

の歴



史とも関係が

先ほど申し

石の塹壕があ

ある大明宮含元殿の修復

上げたように，含元殿遺

る荒れた状態でしたが，

にかかることになりまし

跡付近の一部は西安市の

とりあえず百万ドルの予

た。

ゴミ捨て場，それから

算で修復することにな

蒋介

りま

した。百万ド

関係から，日

中国の経済発

使えませんで

在もなお修復

そういうこ

ルというと１億数千万円

本国内で行う６億円から

展に伴って，その比率が

した。その後，さらに百

の工事が続いております

とで，日本政府は，重要

ですが， 年当時は，日

７億円の事業ができると

だんだん下がりまして，

万ドルの追加があって，

。

な遺跡の保存に，ユネス

本円と人民元の外貨比

考えました。しかしそ

金額にして倍ぐらいに

現在に至っていますが

コを通じてお基金を拠

率の

の後，

しか

，現

出し

それらの事業

のものに関す

あたり，現状

う，基本的な

を専門とし，

度々難しい議

に協力をしているのであ

る日本と中国側の考え方

をそのまま残すのか，想

問題が度々議論になりま

上に修復していくことは

論となりました。唐代の

ります。援助・協力をし

の違いもかなり出てきま

定される唐代の含元殿に

した。私は考古学が専門

素人なのです。建物や基

建物がどのような形をし

ていくなかで，保存事

した。たとえば修復す

復原して修復するのか

で，つまり地面を掘る

壇を復原するにあたっ

ていたのか見た人はい

業そ

るに

とい

こと

ては，

ない

わけで，建築

究所の田中淡

門で，竜尾道

それから陝西

定に時間がか

しかし，保

史の上で最も合理的な設

先生とも一緒に仕事をさ

の位置と方向，欄干の形

省政府や西安市の思惑と

かりました。こういうこ

存修復事業の間に中国側

計図を引く必要がありま

せていただいたのですが

などに関して，中国側と

国家文物局の思惑がかな

とも難しい問題だと思い

から技術者が日本に来て

した。京都大学人文科

，田中先生は建築史が

多くの議論をされまし

り違って，向こうの意

ました。

，奈良国立文化財研究

学研

ご専

た。

思決

所や

東京国立文化

私が非常に印

風土に適した

の遺跡・遺構

べきものが多

次に中国に

財研究所で，日本の保存

象深く思ったのは，中国

保存をしていることを知

は，土でできていますが

いという印象を持ちまし

おける考古発掘実習に関

技術の研修をして帰ると

の遺跡保存の技術も相当

り，私はこの点を非常に

，中国の彼らが土の遺跡

た。保存修復事業の援助

して紹介いたします。駒

いうことも行われまし

高く，また経験も豊か

印象深く思いました。

で経験してきた知識に

に関しては以上であり

澤大学では，考古学専

たし，

で，

中国

学ぶ

ます。

攻の

学生に対して

年ほど前に

は日本国内で

ので，履修す

そういうなか

ましたし，そ

，３年生の必修科目とし

香港に一部の学生を連れ

１ヶ月から２ヶ月ぐらい

る学生が大変多く，毎年

で，日本の遺跡を探すの

の前年は世田谷区内で発

て，「考古発掘実習」の

ていって実習を行ったこ

の発掘を３年生に義務づ

名ぐらいの学生の面倒

もなかなか難しいのです

掘を行いました。年度に

４単位を課しておりまし

ともありますが，基本

けています。私立大学

をみなければなりませ

が，去年は秋田で合宿

よっては，都道府県，

て，

的に

です

ん。

をし

市町

村で行ってい

たまたま，

いかという打

る発掘に一部参加させて

陝西省のほうから，昨年

診がありました。今の陝

いただくこともあります

，発掘実習を咸陽市の陽

西省考古研究所の所長さ

。

陵，漢景帝の陵墓で行

んとは昔からの知り合

わな

いで，



お名前を焦南

焦南峰さんが

峰さんとおっしゃいます

日本に留学していた時に

。

駒

澤大学の発掘

ました。陝西

中国歴史博物

ます。そこを

峰さんから電

い話ではない

実習に参加したこともあ

歴史博物館のなかに陝西

館旅行社という組織があ

通じての打診でした。焦

話等で話を聞いたところ

ので，それではとりあえ

り

省

り

南

悪

ず

やってみよう

しかし学生の

すので，従来

は用意いたし

実習を計画し

だけでなく，

ということになりました

経済的負担も大きくなり

どおり日本国内のメニュ

まして，それ以外に，短

ました。参加する学生が

大学院生の参加希望者も

陽陵

。

ま

ー

期間，わずか１週間です

いるか不安でしたが，参

あり， 名の学生が参加

邑における発掘実習

が，中国における考古

加者を募ったところ３

することになりました

発掘

年生

。

内々の話で

習費を求めて

とほぼ同額で

ンジをするこ

のですが，旅

１つの経済的

すが申し上げてしまうと

来ました。この５千円と

す。それとは別に陝西省

とによって，旅行社とし

行社の儲けも先方にとっ

貢献になったと思うので

，陝西省考古研究所は，

いうのは，博物館学芸員

中国歴史博物館旅行社が

ての儲けがあったと思わ

て若干の魅力だった様で

すが。

学生１名につき５千円

になるための博物館実

，私たちの実習旅行を

れます。これは私の想

す。別の意味では，こ

の実

習費

アレ

像な

れも

中国咸陽市

た。大変広い

れから邑だけ

発掘実習のた

瓦，磚，土器

る物がたくさ

に着きまして，先方で用

発掘現場で，その中の

を掘るのではおもしろく

めに用意されていました

などおおくの遺物が出土

ん出土しまして，学生た

意してくれた遺跡は，

四方グリット４つを

ないだろうということで

。邑の発掘現場では，市

しました。遺構・遺物と

ちが受けた印象は非常に

陽陵の東４ の陽陵邑

掘ることになりました

，陽陵陪葬区の漢墓２

街地，建物跡などを掘

も大変おもしろく興味

強かったように思われ

でし

。そ

基も

り，

のあ

まし

た。発掘実習

発掘を行う遺

とに関東から

やらせてもら

さらに中国

見学できたこ

における教育効果が非常

跡は良好な遺跡であるこ

北では良好な遺跡に出会

えることは，大変ありが

で発掘実習を行った結果

とであります。発掘実習

に高かったという印象を

とが必要でありますが，

えません。中国の遺構・

たいことだと思います。

の別の利点に，学生が個

を現地集合，現地解散に

持ちました。学生が初

なかなか今の日本国内

遺物の豊富な遺跡で実

人旅行として中国の遺

しましたところ，殷墟

めて

，こ

習を

跡を

の遺

跡であるとか

受け，その後

博物館を見学

旅行のお話が

洛陽の遺跡を見て現地に

発掘現場の咸陽に来た学

して帰国する学生もでて

ありましたが，うちはあ

入ってくる学生や，中国

生もおりました。また，

きました。先ほど緒形先

れほどしっかりしたこと

における語学研修を１

発掘終了後に北京や上

生の愛知大学における

はやっていないのです

ヶ月

海の

調査

が，



中国で発掘実

ろいろな教育

ております。

習を行ったことによって

効果が上がったと私は思

い

っ

スライドを

これは最初

ったトゥルフ

です。

これは修復

こちらは中国

さっとお見せいたします

に日本が保存修復事業を

ァン交河故城の現地の状

が終わったところですが

側で修復をやって，こち

。

行

況

，

ら

は日本側で修

ぞれ状況が違

いた所を，泥

れは大寺院と

心にある寺院

これは小寺

復をしています。両者そ

います。ほとんど風化し

煉瓦で修理しています。

呼ばれている交河古城の

です。

院と呼ばれているストゥ

修復終了後れ

て

こ

中

ー

の交河故城（大寺院址）

パで，以前の

の基壇が壊れ

それを直し，

くっています

次は含元殿

にそれぞれ楼

写真を見ますと，塔の両

ているのがわかりますが

このように歩道を煉瓦で

。

で，これは修復以前。東

閣があります。それから

唐大明宮含

側

，

つ

西

真

元殿の発掘調査（ ）

ん中が正殿で

ど大きな基壇

おります。

航空写真で

含元殿を全

これも発掘

，全体で ほどあり

です。奈良の平城宮の大

見るとこのようなことに

面的に発掘したときの様

の様子です。基壇は一番

まして，広角レンズで撮

極殿も実は含元殿がモデ

なります。この辺に蒋介

子です。

下の磚積だけ残ってます

影しても全体が入らな

ルになっていると言わ

石が掘った塹壕があり

。それから散水の磚敷

いほ

れて

ます。

も残

ってます。し

ここの基壇

は，磚積から

上げました。

れを積み上げ

このスライ

かし磚積の大部分は崩れ

の磚積は２段しか残って

前に出して，そこ

唐代の磚をいろいろ研究

ました。

ドは，遺跡の上に唐の時

落ちています。

いません。これは基礎の

は散水になるんですが，

しまして，唐代の磚に限

代に建っていたであろう

部分です。修復にあた

その上に修復の磚積を

りなく近い磚を焼いて

含元殿の復元図です。

って

積み

，そ

７世

紀に造営され

科学研究所の

存在し，真ん

た含元殿はこの様な建物

田中淡先生にこれをお見

中ではないのですが，こ

ですよとの意図でここに

せすると叱られるかもし

の写真が参考図として一

写しました。京都大学

れません。竜尾道は東

番わかりやすいと思い

人文

西に

まし



たのでお見せ

ほどあります

しております。幅は

。基壇の高さは

になると思い

のような建物

たちがこの含

す。

これは修復

これも修復

ますが，高い基壇の上に

が建っていました。遣唐

元殿で活躍をしていたの

工事の様子です。

工事の途中の写真です。

こ

使

で

完成途中の

てません。基

を積み上げて

さより ほ

次は発掘実

これは土闕の

写真ですが，まだ完成は

壇の前面 ほど前に

，また上面では旧基壇の

ど高くしております。

習の陽陵です。これは景

上に建物を復元した写真

修復

し

磚

高

帝の陽陵の墳丘で，こち

です。西安においでの方

工事中の含元殿基壇

らにあるのが南の土闕

は飛行場から西安の市

です。

街に

向かう時，必

陽陵の墳丘

どに記載があ

らいまして学

発掘現場に

すぐ移植ごて

ず見えると思います。

から東へ４ の所に邑

ります。大変広い遺跡で

生たちを入れました。

到着した時にはすでに中

を持っての作業に入るこ

があります。この邑に関

す。発掘実習では，

国側の調査団が表土を全

とが出来ました。彼らは

しては『漢書』の地理

四方のグリットを４

部はいでおいてくれま

学生で，この人たちは

志な

つも

した。

地元

の農民です。

これも，発

いということ

が，よい発掘

発掘実習の

宿舎のホテ

排土の運搬や荒掘りの協

掘実習の様子です。大量

で，学生たちの印象も非

実習になりました。

ために漢墓も用意されて

ルで，会議室を無料で貸

力をしてくれました。

の遺物が出土しました。

常に強かったようです。

いました。土洞墓と磚室

してくれました。その部

日本の遺跡では考えら

これも発掘実習の様子

墓が用意されていまし

屋で，夜はミーティン

れな

です

た。

グや

発掘の打ち合

多少時間を

わせをいろいろ行いまし

超過しましたが，以上で

コ

た。

終わらせていただきます

メ ン ト

人

。

文科学研究所助教授 岡村秀典

司会 ど

それで

コメン

うもありがとうございま

はすぐにコメンテーター

テーターは当研究所のや

した。

にコメントをつけていただ

はり中国考古学がご専門の

きたいと思います。

岡村助教授にお願いしており



ます。

岡村 私，昨日に北京から戻ったばかりで，ちょうど寒い風とともに日本に舞い戻ってま

いりまして，

今日は，飯

連する中国の

かという点に

また，遺跡の

を題材にお話

風邪を引いております。

島先生に，遺跡という人

文化遺産を，日中の国際

ついて，第一線で貢献さ

共同調査，あるいは研究

しいただきました。

お聞き苦しいかと思いま

類共通の文化遺産，とり

協力のもとでいかに保護

れてきた貴重な経験をも

，あるいは教育といった

すが，ご容赦ください

わけ日本の文化に密接

し，そして研究してい

とにお話しいただきま

面についても，陽陵の

。

に関

くの

した。

研究

少し我田引

文科学研究所

の復元修復事

国の研究機関

学生を受け入

調査を実施し

水になって申し訳ないの

の田中淡さん，中国建築

業に専門委員として参画

と共同で遺跡の発掘調査

れて，日本の大学院生と

てまいりました。ただ，

ですが，いまお話しがあ

史が専門でありますけれ

されておりますし，考古

を行ってまいりました。

一緒に実際に中国の遺跡

私が受け持っておりまし

りましたように，私ど

ども，同じようにユネ

学を専門とする私自身

あるいはまた，中国か

の発掘を含めたフィー

た大学院生は３人と少

も人

スコ

も中

ら留

ルド

なく，

日本人の２人

士論文を出し

うふうに教育

しかしなが

から研究とい

柱があるかと

はすでに大学などの研究

たばかりでありまして，

の面でもある程度の貢献

ら，今日のお話の柱は，

うのがもう１つの柱です

思いますが，この３つの

機関に就職してしまいま

もうすぐ学生がいなくな

を行ってきたわけであり

１つは文化遺産の保護と

し，もう１つが教育とい

柱は， 世紀の東方学に

したし，中国の留学生

るんですけれども，そ

ます。

いうことがあります。

うこと，その３つの大

おいてますます重要に

も博

うい

それ

きな

なっ

ていくであろ

しかし，こ

莫大な経費が

うな恒久的な

切なアドバイ

先にあって，

うと考えます。

れにはやはりさまざまな

かかるわけであります。

行政のシステムが必要に

スを行うという立場にな

それに私どもが少し関与

問題がございます。たと

こういった事業は，ユネ

なるわけでありまして，

ろうかと思います。です

するという立場になりま

えば文化財の保存修復

スコや日本政府といっ

私ども研究者は，それ

から，まず行政的な事

すから，大学や研究所

には

たよ

に適

業が

の主

体的な貢献は

一方，フィ

究費によって

の科学研究費

るいは研究所

た，その科学

むずかしいと思います。

ールドの調査あるいは研

遺跡の発掘調査を中国の

というのは大体２年ない

として組織的な，恒久的

研究費によるフィールド

究という点に関しては，

研究機関と共同で実施し

しは３年という短期間の

な取り組みができないわ

調査というものは，考古

私なども，これまで科

てまいりました。ただ

研究でありまして，大

けであります。あるい

学であるとか歴史学で

学研

，こ

学あ

はま

ある

とか，そうい

いは総合的な

問題ではなか

った狭いディシプリンの

調査にはなっていないと

ったかと思います。

中の調査がほとんどであ

いうのが，これまでのほ

りまして，学際的な，

とんどのフィールド調

ある

査の



これまで，

いりました。

確かに日本のいくつかの

それは，考古学などの人

大学で個別にそうしたフ

文科学のほかに，たとえ

ィールド調査が行われ

ば自然科学でも，農学

てま

であ

るとか，ある

面で調査が行

る研究を，こ

教育という点

クを緊密にし

そういったセ

いは形質人類学であると

われてまいりました。そ

れからいかに総括してい

に関しても，個別に行わ

ていくなかで進めていく

ンター，ないしは核とな

か，あるいは金属器の分

ういった日本のそれぞれ

くのかということが必要

れている教育を，いかに

のかが，必要になってく

る，拠点となる組織づく

析というような分析科

の大学で個別に行われ

になってくるでしょう

これから相互のネット

るんじゃないかと思い

りをこれから考えてい

学の

てい

し，

ワー

ます。

かな

いといけない

以上で終わ

司会 あ

物の修復

の後で岡

のではないかというのが

ります。

りがとうございました。

の問題と，それにかかわ

村先生に概略をうまくま

，いま最も必要なことだ

飯島先生に，ご自身のご体

る考古学の教育に関する

とめていただいたと理解

ろうと考えております

験に基づいて，中国の考

お話をちょうだいしました

しております。実は，その

。

古遺

。そ

次に

お願いし

まして，

話であり

たしまし

ございま

ておりますお話も，若干

考古学が掘る話だとしま

ますから，これを一連の

てから，ご質問ご意見等

せんが，そのようにさせ

これと関連しないわけでは

すと，次のお話は掘って出

ものと解釈いたしまして，

があれば受け付けたいと

ていただきますので，次に

ない課題だと私は思って

てきたものの研究にかか

まず次のお話をちょうだ

考えております。大変申し

移らせていただきます。

おり

わる

いい

わけ



出土文字資料に関する国際協力

人文科学研究所教授 冨谷 至

司会 次

話をいた

ですかと

ですね。

主として

は「出土文字資料に関す

だきます。冨谷先生は，

，ご専門以外の方からは

日本でも木簡に字を書い

西北地域からたくさんそ

る国際協力」という課題で

ご専門は中国法制史，及び

そういうご質問があろう

た資料がたくさん出てき

ういうものが出てきてお

，当研究所の冨谷至教授

簡牘学，簡牘学というの

かと思いますが，要するに

ておりますけれども，中国

ります。近年はその種のも

にお

は何

木簡

では

のの

発掘が相

大きなウ

この方

かけて，

ジアに入

なり残っ

次いでおりまして， 世

ェイトを占めてくるよう

面の研究について，冨谷

スウェーデンにスウェン

りまして，何度か調査旅

ております。その資料に

紀にはこの簡牘学が，中国

になるであろうと言われて

教授は，古い話ですが，

・ヘディンという探検家

行をしたわけですが，その

ついてスウェーデンと国

の古い時代の研究にはか

おります。

世紀の末から 世紀の初

がおりましたが，これが中

ときに持って帰った資料

際的な共同研究をされまし

なり

めに

央ア

がか

て，

実はつい

ンポジウ

交流及び

今日の

ておりま

それで

最近もスウェーデン政府

ムを開催されたという経

共同研究をしておいでで

お話は，そういったご経

す。

はよろしくお願いいたし

の主催でしょうか，大使

験もお持ちで，かつ，中国

す。

験を踏まえて，いくつかの

ます。

館の主催でしょうか，東京

とも簡牘学の方面で積極

問題点のご指摘もあると

でシ

的に

聞い

冨谷 冨谷と

していただい

制史，１つは

学とも関係す

ラジをはいて

申します。ただいまご紹

たごとく，私は，１つは

簡牘学，これは実は古文

るのですが，この２足の

研究を進めてきておりま

介

法

書

ワ

す。

今日の私の

お話ししたい

は私がやって

らやろうとす

ご紹介させて

れに関しまし

話は，大きく２つに分け

と思います。それは，前

きたこと，それからこれ

る計画に関しまして，若

いただきたい。後半は，

て，現在私が考えており

て

半

か

干

そ

ま

す，また問題

分に分けて

なお，初め

と考えざるをえない点が

お話ししたいと思ってお

にお断りしておきたいこ

ございまして，そのこと

ります。

とがございます。それは

を申し上げて，大体

，本日の題は「国際協

分と

力」



となっており

研究を組織し

ますけれども，私の話で

，また，主催していくと

国際協力というのは，ど

いうつまり，国際共同研

ちらかと言えば，国際

究という意味でこの言

共同

葉を

使っていきた

さっそくで

ーデンとの国

学学術出版会

において，ス

いくつかの木

いと思っています。

すが，先ほど高田教授か

際共同研究として，京都

の三者の共催で，シンポ

ウェン・ヘディンという

簡，竹簡というものを発

ら少しお話がありました

大学人文科学研究所とス

ジウムを開催しました。

探検家が，ちょうど

見いたしました。その百

ように， 月 日，ス

ウェーデン大使館と京

スウェーデンとの共同

年前，楼蘭という遺跡

周年を記念する意味も

ウェ

都大

研究

から

あり

まして，ここ

ックホルムの

その成果とし

ど，その出版

ポジウムを開

自負しており

５ ６年，スウェーデン

民族学博物館と，我々人

て今年出版したのが，こ

を機に今度は，より広く

いたのです。これらにつ

ます。

のアカデミーと，ストッ

文研との間で共同研究を

の「流沙出土の文字資料

この成果を知っていただ

いては，ある程度の効果

クホルム大，それから

進めてきたわけなので

」という本だったので

くという意味も込めて

をおさめたのではない

スト

す。

すけ

シン

かと，

もう１つは

いいますか，

は漢代の遺跡

まいります。

年前から進め

今後もそう

，甘粛省に文物考古研究

共同調査というものも同

がかなり残っておりまし

遺跡の調査も含めまして

つつあります。

いった意味での研究ない

所という研究所がありま

時並行的に進めてまいり

て，その漢代の遺跡の中

共同で調査し，また研究

しは共同研究を行なって

して，こことの共同研

ました。現在，敦煌一

から多くの木簡が出土

していくという試みを

いくつもりですけれど

究と

帯に

して

，数

も，

当面私が進め

１つは，ス

年の秋にスウ

むしろ共同研

成した後には

ています。こ

，また計画し，計画にそ

ウェーデンとの共同研究

ェーデンから出版される

究のパートナーであるス

，同じように今度はスト

れもまた我々は涼しい顔

って実行に移しつつある

の英語版を出す予定でお

予定でありまして，これ

ウェーデン側の仕事でご

ックホルムの日本大使館

で，スウェーデン側のス

ものは，４つほどあり

ります。 年，つま

は我々の仕事というよ

ざいます。また，それ

でのシンポジウムも計

タッフが計画し，そし

ます。

り来

りも

が完

画し

て予

算をとってく

でございます

もう１つは

てです。河西

往復させたり

の木簡が出て

ればいいと，私は思って

。

河西回廊，つまり先ほど

回廊の考古調査の中で，

する駅というものですが

きております。まず，

おりまして，向こうに全

申しました甘粛省の文物

１つのステーション，つ

，この駅伝の遺跡が発掘

万分の１の地図と，

てを任しているという

研究所との共同調査に

まり，物を運んだり文

されており，そこから

宇宙局が出してお

段階

つい

書を

大量

りま

す衛星写真，

河西回廊の漢

の措置もすで

粛省の文物研

これを合体させて立体図

代の軍事施設ないしは伝

にめどが立ちまして，来

究所のスタッフが２人と

を作り，そしてその遺跡

達制度の研究を進めると

年の４月から着手してい

日本側の共同研究者が４

を浮かびあがらせてい

いうものです。これは

くつもりでございます

人，合計６人の予定で

き，

予算

。甘

２年



間にわたって

それと３番

題です。「東ア

進めていきます。

目の計画といたしまして

ジアにおける死刑の諸

は，私のもう１つの研究

問題」という題で，ヨー

テーマであります法制

ロッパと中国と韓国の

の問

学者

を集めまして

特に死刑の問

法社会学の観

ら現代法の研

これが第３番

りの段階でご

共同研究を主催し，そし

題は，今日的な東アジア

点から，我々歴史を専門

究者も含めまして，今日

目の計画です。いま予算

ざいます。

て成果を出していきたい

の問題でもありまして，

とする者だけではなしに

の東アジアの死刑問題に

を申請しておりまして，

と考えております。刑

法制度と法思想とそれ

，社会学の研究者，そ

関して，共同研究を行

通ればいいなと，願う

罰，

から

れか

なう，

ばか

第４番目は

所が古代シル

進めていこう

いました。た

それが後半の

国際共同研

，これも甘粛省の文物研

クロードの西の門戸とし

，ないしは進めないかと

だ，私はこのことに関し

話にもつながっていくと

究と言いましたが，私と

究所との関わりなのです

てございます。この玉門

いうような声が，甘粛省

て，若干の躊躇があり，

ころです。

してはこのようなことは

が，漢代の玉門関とい

関の発掘調査を，将来

文物研究所のほうから

踏み切れないでおりま

実はしたくない，でき

う関

的に

ござ

す。

れば

一人で，国内

を調達して，

ければならな

すけれども，

だとか，それ

究というもの

だけで，趣味的に研究し

共同研究者を組織し，研

い。一連の「していかな

なかなか容易なことでは

から職務としましては，

は，世界を相手にしてい

ていくのが一番楽なので

究を発表し，そしてしか

ければならない」という

ないのです。しかしなが

やはり，給料分の仕事だ

かなければならない。常

す。研究を計画して，

るべき成果をあげてい

ことはこれは当然のこ

ら，私のおかれている

と私は考えております

にアピールしていかな

資金

かな

とで

立場

。研

けれ

ばならない。

同研究をして

おります。し

自覚せねばな

次に，先ほ

い研究者に国

こう私は考えております

いかなければ，国際競争

たがいまして，世界を相

りません。

どからしばしば出ており

際的な場を提供して，そ

。あくまでも国際競争で

というものが逆に成り立

手にしていくためには，

ます問題ですが，教育の

してその中で，外国の学

あるのですが，国際的

たないと，私はそう思

これはどうしても必要

問題があると思います

者と共同して研究して

に共

って

だと

。若

いく，

そういった場

責務だと思っ

経験をしても

ていかなけれ

ロジェクトは

ただ，その

を提供することは，やは

ているのです。したがい

らうためには，こういっ

ばならないし，すべきだ

そういう目的で進めてお

中でいくつか問題があり

り先輩ないしは少し年齢

まして，これからの若い

た国際協力ないしは国際

と思っている。現在私が

ります。

ます。それは，国際共同

と経験がある我々のこ

人たちに研究の場を提

研究というものは，私

考えている，いくつか

研究というものは，い

れも

供し，

はし

のプ

った

いどのように

ればならない

は共同研究と

進めるべきなのか。また

のかという問題です。特

いうものを進める，これ

，あるべき国際共同研究

に，我々東方学研究部は

が何といっても中心的な

というものは，どうし

，中国との国際協力な

ものとなると思います

なけ

いし

。そ



の場合に，私

というものを

は共同研究というものは

有するものだし，また持

，共同のあり方に応じて

たなければならないと思

，応分の権利とそして

っているのです。そう

義務

いう

意味での国際

いえば，これ

は，研究費用

分の負担とい

ハブ」という

先ほど阪上

的な共同研究というもの

は大変難しいと言わざる

は日本側の全額負担とい

うものを要求してもいい

この関係は共同研究とは

所長がおっしゃったこと

が，中国との間で果たし

をえません。ズバリ言い

う形で進んできましたが

のではないかと思うの

言えないし，また，長く

ですが，中国との国際研

て十分な形でできるの

まして，大多数の共同

，今後は中国側にも私

です。「ユー・ギブ，ア

は続かないと思います

究が，国際共同の形で

かと

研究

は応

イ・

。

始ま

ったのは

ます。 年

いたしまして

日本との関係

は，中国の経

ると申されま

年からであって，さらに

代から現在まで，実はわ

， 年しかたっていない

が，国際的な関係，それ

済発展と大学の事情にふ

した。 年前の中日友好

もっと親密に進み出した

ずか 年しかたっていな

のですが，ただしこの

から経済的な関係も変化

れられ，中国の大学は産

ということを旗印に始ま

のは 年代からだと

い。戦前の問題は少し

年の間には，大きく中

しました。先ほど長尾

学協同を積極的に進め

った国際共同研究のあ

言え

別に

国と

総長

てい

り方

も，やはり変

なってしまい

かで， 年前

フィフティ

のことを強く

先ほどの高田

化したのだと私は思いま

ました。片や中国は右肩

の共同研究の形というも

・フィフティの研究費の

言おうというつもりはご

教授の言葉を借りれば，

す。残念ながら日本は

上がりの経済成長を続け

のは，やはり考え直さな

負担，これは確かにまだ

ざいませんが，ただ，こ

出てきたものに対しての

７の中の最低のラン

ております。そういっ

ければならない。

不可能かもしれません

と出土文物に関しまし

扱い方，もっと具体的

クに

たな

。そ

て，

に言

えば，発見し

いく。所有と

所有権という

いった問題に

です。そうい

の間の共同の

，そして研究対象として

いうのは，その資料をど

問題ですが，たとえば報

関しまして，共同研究か

ったものがいったいどこ

あり方は実に曖昧である

，資料として取り扱い，

こが保管するのかという

告書の報告だとか，図版

ら生じるあらゆる権利だ

に属するのかという，こ

のです。特にそれが出土

そしてその資料を所有

意味ではなしに，その

の問題だとか，写真だ

とかプライオリティだ

のことに関しては，中

文字資料という，書か

して

知的

とか

とか

国と

れた

文字の問題に

ていると言わ

を出した側が

いますと，決

やはり共同

利というもの

関しましては極めて偏向

ざるをえません。少なく

，それだけの権利とそこ

してそうではないという

研究を進めるうえで，契

，そして義務というもの

している。片務的なとい

とも共同研究から得られ

からの知的財産権という

のが現状です。

約上，応分の負担とそれ

を，この際はっきり我々

いますか，偏った形に

る，もっと言えば，研

ものを持っているのか

からその負担にともな

は主張して，始めるべ

なっ

究費

と言

う権

きだ

と考えており

の着手料とし

際，もう一度

応分の義務と

ます。今までは，何とな

て研究費を払ってきたと

考え直すべきではないか

そして権利を主張すべき

く，研究をさせてもらう

思いますが，あるべき共

と思うのです。日本は中

である。これが私の言い

んだとかいう，つまり

同研究というものを，

国との共同研究におい

たいことです。

研究

この

て，



そして，そ

が期待できな

くしては，本

れが不可能であれば，ま

いのではないか。そして

当の友好関係と共同研究

たそれができない共同研

さらに言えば，合理的な

のあり方というものは，

究には，やはり十分な

契約とそれに基づく信

成立しないのではない

成果

約な

かと，

私はそう考え

そのために

とを進めてい

それは共同研

また，さらに

は願うのです

ておりますし，これから

は，じゃあどうしたらい

くには，いくつかの難し

究を進めていく責任者の

は，そういった意味での

けれども，これらについ

もそうしていきたいと思

いのかという問題が次に

い問題があります。これ

取り組み方，自覚の問題

連絡調整のシステム，機

ては今後の課題としたい

っております。

でてきます。今すぐこ

からどうすればいいの

が，１つあると思いま

関というものもあれば

と思います。

のこ

か。

すし，

と私

以上です。

コ メ ン ト

佛教大学教授 杉本憲司

司会 ど

来的には

で大変重

得るとは

でご意見

コメン

うもありがとうございま

徐々にではあれ解決して

要な問題提起だったと思

思いますが，とりあえず

等をちょうだいしたいと

テーターは仏教大学の杉

した。大変困難な，しか

いかなければならない問

います。この点について

，コメンテーターにコメ

考えております。

本教授にお願いしてござ

しながら重要であり，かつ

題だと思います。そういう

は，さまざまなご意見等が

ントをいただきまして，そ

いますので，よろしくお願

，将

意味

あり

の後

いい

たします

杉本 杉本で

てる先生であ

まいりました

ここ数年お手

。

ございます。冨谷先生の

りますので，最後の辺で

。私は，今日のコメンテ

伝いをさせてもらいまし

報告がございましたが，

権利や義務や契約だとか

ーターの一人で隣りに座

て，中国での発掘に参加

さすが，法制史研究を

，非常に難しい言葉が

っておられます岡村先

をしておりますし，そ

やっ

出て

生を

れか

ら別の研究機

まいりました

の共同研究と

状をお話をし

今もお話が

研究費に関し

関から研究費をいただき

。そういうものを踏まえ

いうものが，どのように

ておきたいと思います。

ございましたように，日

ましては日本側が負担を

まして，今年までに３年

ながら，いま冨谷さんが

進められるのかというこ

中での学術研究協力を行

する。日本側が科研費を

間，中国の現地調査を

おっしゃったような中

とを，少し，私の感じ

ないます場合，ほとん

もらったり，あるいは

して

国と

た現

どが

その

他の機関から

人，こちらか

入るという形

研究費をもらいまして，

ら現地へ調査に行きます

をとってきているわけで

中国側にそのお金を渡し

ということで，向こう側

あります。その場合，こ

まして，それで何日間

でアレンジをしてもら

ちらから向こうへ参り

，何

って

ます



交通費，中国

かつ，向こう

国内での交通費，それか

の研究者の共同研究期間

ら中国での宿泊費，食事

中の交通費から宿泊費，

費等々全部こちら持ち

食事費まで，全部こち

で，

らが

持つという形

いましたよう

考え方が，出

にやりました

ましたが報告

番最後の所に

がほとんどの今までのや

に，こっちが全部費用を

てくるのでありますが，

河南省府域の発掘調の報

者の名前には中国側の名

わずか，「京都大学人文

り方です。そういう形で

出すんだから，こっちに

そこが大変難しい問題で

告書でも，日本側の何人

前しか出てこないのであ

科学研究所の協力」とい

すので，先ほども話が

すべての権利があると

あります。岡村さんと

かは参加して発掘をい

りまして，その報告書

う１行足らずの名前が

ござ

いう

一緒

たし

の一

出て

くるだけです

この情況を

中国側に，長

点があげられ

持って帰って

として充分持

。実際，これが今までの

どのように今後していく

い間の日本の中国への帝

ます。以前の文化財に対

くるという長い間の出来

っていると思うのであり

現状です。

のかは大変難しい問題で

国主義的な侵略の後遺症

します，悪く申しますと

事があります。これにつ

ます。そのために，私た

あります。この要因と

が，歴史として残って

，泥棒的な，いいもの

いて中国のほうはまだ

ちの調査に対しまして

して

いる

だけ

記憶

，フ

ィフティ・フ

少し難しいの

特に，今年

があります。

きたのですが

くれました中

ィフティの調査というの

ではないかという気がい

まで３年間青海省という

今年は特にチベット寄り

，大変田舎なので，泊ま

国側の研究所の所長は，

は，まだ暫く，向こうの

たします。

非常に奥地の調査をやっ

の３千 ４千 の山地

る所が非常に悪いんです

我々が泊まる宿屋を，一

対日本感に変化がない

てまいりまして感じた

をジープに乗って踏査

。この踏査に案内につ

番安い所から探すんで

限り，

こと

して

いて

す。

我々は，拠出

すが，現実に

少し不愉快に

本側に入って

という裏話を

それはどう

した研究費に相応の宿舎

は一番安い所から探す。

なり文句を言いはじめた

いる中国人の研究者がお

少ししてくれました。

いうことかと申しますと

を探してくださいと最初

ちょっと調査に疲れてま

んですが，私たち側の即

られまして，なぜこうい

，我々が中国側と共同研

から契約をしてあった

いりましたので，私た

ち，研究者の側として

うことが起こっている

究いたしまして，たと

んで

ちは

は日

のか

えば

百万円なら百

をいたします

わけでござい

その内の何％

究所として使

どこかにいっ

万円出しまして，よろし

。そうすると，中国側に

ますが，その百万円すべ

かはある種の手数料とし

えるのは，百万円の内の

てるのです。これが中国

く，これこれの調査研究

渡した百万円の金を，中

てを我々の調査に使って

てどこかにいくのです。

六，七十万円ぐらいであ

のしきたりだという話で

を行ないましょうとい

国側が自由に案配して

くれるのではなくて，

だから，協力してくれ

りまして，三十万ぐら

す。これはその地域の

う話

使う

実は

る研

いは

問題

ではなく，ど

ください。言

っしゃるので

が何人かいる

こへ行っても同じ情況で

ったらついている中国の

す。どこへ手数料的な金

わけです。こういう現状

あるとのことです。「だ

人がかわいそうです」と

が行くのか知りませんけ

の中で，中国との調査は

から，文句を言わんと

，その中国人の研究者

れども，それで潤う人

，しばらくはどうも続

いて

がお

たち

きそ



うだという感

それからも

我々は冨谷先

じを私はしております。

う２つほどありますが，

生たちと，勉強している

先ほどの話にありました

のですが，その時，中国

様に中国での出土木簡

から木簡の写真が出版

を，

され

ますと，我々

真が出版され

て，博物館な

大変難しいの

国秦漢史研究

会の会長をし

はその写真を使いまして

るまで大変な時間がかか

どに保管をしている木簡

です。これは外国人だか

会という学会に毎回出席

ておったものですから，

解読をしていくというこ

るわけであります。それ

の現物を見せてくれるか

ら難しいのではなさそう

をしております。ちょう

挨拶を兼ねて毎回行って

とをするのですが，そ

じゃあ我々が向こうへ

と言いますと，これが

でして，私は，ここ数

ど私が，日本の秦漢史

たんですが，そのとき

の写

行っ

また

年中

研究

に，

木簡の部会が

くれない。な

してくれ。ま

をいま研究し

ない。報告を

つ簡報という

ありますと，必ず中国の

ぜ我々研究者が行くのに

だ金庫にしまったままな

ている研究者が，全部お

出さない。もう 何年来

形で出るので，よけい我

研究者が，「おまえとこ

見せてくれないんだ」

のか」と，中国国内でも

さえているといいましょ

放ったらかしの報告がた

々はフラストレーション

の博物館，おれには見

とか，「あの原稿を早く

発掘をした当事者及び

うか，見せない。公開

くさんありまして，少

になってしまうのであ

せて

出版

それ

をし

しず

りま

すが，これは

いかと思いま

それからも

調査には地図

が使えないと

して，それさ

日本人だけの問題ではな

す。

う１つ，冨谷先生がこれ

を使う予定になっている

いう問題があります。現

え手に入れば，中国の地

くて，中国全体の学界の

からされます甘粛省の河

のですけれども，この地

在，衛星写真はリアルタ

図がなくてもわかるんで

問題がどうもあるので

西回廊の調査ですが，

図がまた中国の正確な

イムで買えるわけであ

すが，非常に細かい所

はな

この

地図

りま

にな

りますとやは

国にはあるよ

りまして，ロ

に全部ありま

作の地図と，

査をするとい

り地図が必要です。聞く

うですが，それも外国人

シアが製作しました 万

すので，それはコピーで

先ほど言った衛星とを，

うことになるわけであり

ところによりますと，５

には絶対見せてくれませ

分の１の中国の地図は，

我々見ることができるわ

あわせて地図を作って，

ます。地図の問題は，政

万分の１の地図がどう

ん。 万分の１の地図

日本では岐阜県立の図

けであります。このロ

これで甘粛の河西回廊

治上，軍事上で微妙な

も中

があ

書館

シア

の調

問題

をはらんでお

を得ないので

以上のよう

立場で共同の

も経済力が一

ろうと持って

り，地図を利用しての十

す。

にいろいろな問題があり

調査をやるというのは，

人前になったんだから，

いくより方法がないと思

二分の成果を期待するこ

ますので，冨谷先生がお

相当覚悟を決めて，中国

これからは対等に負担を

います。今後はいろいろ

とは仲々難しいと言わ

っしゃいますような対

側を説得して，おまえ

して，共同研究・調査

な問題は解決の方向へ

ざる

等な

たち

をや

行く

のだろうと思

たします。

いますけれども，ここ暫くは冨谷流のやり方では大変難しいという感じがい



司会 ど

なんです

うもありがとうございま

が，大変辛辣なと言いま

した。だいぶ時間がたちま

すか，中国に対する注文と

して，休憩を入れたいと

いう色彩が濃くなってま

ころ

いり

まして，

ら，その

違うよと

すが。

勝村 別に異

異議あるいは意見を，こ

点についてだけ受け付け

いうふうなご意見がござ

議というほどではないで

の場で今すぐに言っておき

たいと思いますが，いか

いましたら，公平のために

すけれども，ちょっと違

たいという方がございま

がでしょうか。それはちょ

受け付けておきたいと思

う意見を申しますと，

した

っと

いま

確か

に中国との研

関係した者と

っとこさ，と

できたわけで

できたうえに

の文部次官を

究費の問題は非常に難し

して申しますと，たとえ

にかく百年かかってやっ

，日本学術振興会とコー

， という人文社会

していた佐藤さんが学振

い問題だと思います。

ば韓国との間も非常に難

と韓国と日本の学術体制

セフという自然科学を中

との関係のある所とが，

の理事長になられたのが

少し学術振興会（

しい問題がありました

が，去年から今年にか

心としたところとの関

これもかなりの決断で

契機だと思いますが，

）と

。や

けて

係が

，前

向こ

うの理事長と

がどのように

が進んでいる

念ながら，中

ける学術体制

韓国のこと

，それも北京で会われて

してできるかというのは

わけですが，特にアジア

国との間にはそうした関

というものができていな

で申しますと，一昨年，

，話ができた。人文社会

，たとえば日本では学術

の関係が大事であるとい

係がまだできてないんで

いところに，１つの問題

初めて人文社会の各レベ

科学の中における国際

振興会レベルでずっと

うことはあるんですが

す。中国と日本との中

があるわけです。

ルにおける協力関係を

協力

協議

，残

にお

何と

かしようとい

まして，それ

初めてできた

から初めて協

クシャクする

を入れたりマ

うので，私も少し努力し

でやっと京都大学と韓国

関係。２回目も，学振が

力が出てきたんですけれ

可能性があるので，２国

レーシアを入れたりしま

まして，長尾先生からも

の国立国語研究院という

援助して， が援助

ども，そのときにとった

間の中にほかを入れよう

して，そうして２国間を

物心両面の支援をいた

ものの名を出して，こ

して，やっとできた。

方式は，２国間だけで

，中国が入ったりアメ

軸にしながら，多国間

だき

れも

そこ

はギ

リカ

の中

から２国間を

合は完璧にフ

ネゴシエーシ

きますと日本

システムとし

ただ，ご承

考えていくというような

ィフティ・フィフティで

ョンだったんですけれど

のほうがつらい立場にお

て中国との間でもつくら

知のように中国の場合は

ことをやって，お金もそ

いくということにしまし

も，参加したところは完

かれたんですが，何とか

なければならないという

，先行する関係が非常に

れぞれが持ち合う。こ

た。これは，かなりハ

璧に五分五分。そうな

克服しました。同じ問

ことになっています。

複雑で多岐にわたって

の場

ード

って

題を

いま

す。研究所と

ふうな，個々

体制全体のレ

その時期に非

北京大学とか北京図書館

のケースが先行しており

ベルとして，こういった

常に残念ながらなってい

とか，あるいは京都大学

まして，それがかなり根

問題を中国との間で構築

ない。これはシステムの

と復旦大学であるとか

づいておりますので，

するというところに，

問題であろうと思いま

いう

学術

まだ

す。



だから，先ほ

ったと思いま

兆しは出てき

どのお話の中にも，特に

すが，両国の中でのシス

ているということだと，

杉本さんの話の中にシス

テムというものがここで

あるいはシステムをつく

テムに触れられる部分

きちんとつくられるよ

らない以上これはでき

があ

うな

ない

し，その点に

まして，その

で，いずれそ

関係がつくら

それからも

でも，中国人

おいては，人文研は大変

点でも，私も及ばずなが

ういうようなことが，シ

れることを願っています

う１つ，地図の問題です

が入って，まず日本在住

貢献ができるんではない

ら森先生などにもお願い

ステムとしてつくられ，

。

が，軍事的に非常に難し

の中国人などを介してや

かということを感じて

をしている最中である

フィフティ・フィフテ

い問題のあるこういう

る。これは先ほどの二

おり

わけ

ィの

地図

国間

の中における

ればできるか

るかと思いま

大学でやるん

りまして，「こ

とが私はある

さらにちょっとした多国

もしれない。ただ，問題

す。先ほど日韓のことを

だというような手紙が，

んなものが来てるよ」

ような気がします。

間の問題が入るんですけ

は，国際協力だけではな

申しましたが，日韓の後

私のごく身近な人から学

「やあ，困ったなあ」と，

れども，そういう形を

くて，国内協力の問題

，何でちっぽけな島根

振のほうへ行ったりし

国内協力の難しさとい

介す

があ

県立

てお

うこ

司会 な

間をすで

には，制

事態にな

がなけれ

かなかいろいろ難しい問

に過ぎております。しか

限時間がありまして，追

ったわけですが，幸いこ

ば，こういうふうにさせ

題があろうかと思います

しながら，前回，第一回目

い出される予定でしたの

こは時間がいくらでも長

ていただきたいと思うんで

が，実は予定しておりまし

，京大会館でやりました

で，総合討論なしに解散と

く引き延ばせますので，ご

すが，いかがでしょうか。

た時

とき

いう

異議

暫く休

けれども

いとか，

からは，

意味で，

と，討論

憩を入れます。その後で

，全体を含めて，フロア

補充したいというような

是非ともこの点は聞いて

できれば，あまり長くは

の時間を設けたいと考え

今日は，４人の先生方にお

，それからパネリストの先

ご意見もございますでし

おきたいということもあ

時間をとるつもりはござ

ております。

話をちょうだいしたわけ

生方，すべてまだ言い足

ょうし，あるいはフロアの

ると思いますので，そうい

いませんが，二，三十分ち

です

りな

ほう

った

ょっ

それでは 分再開でお願いいたします。



総 括 討 論

司会 き

ウムとい

ょうは第２回目のシンポ

たしまして，４人の先生

司会 人文科学研究所漢字情

（再 開）

ジ

方

報研究センター主任 高田時雄

にお話い

に勝村先

力」とい

した。漢

なかこれ

題がある

ただいたわけですが，最

生に「漢字情報学と国際

う課題のお話をいただき

字情報学というのは，な

からの展開にいろいろな

わけです。第１回のシン

初

協

ま

か

問

ポ

ジウムの

たんです

ーターま

米の，つ

ていて，

諸国家は

時に佐藤先生がおっしゃ

が，漢字に関するコンピ

わりの問題というのは，

まりアルファベット系の

この問題を緊急かつ真剣

文明の危機に瀕する可能

っ

ュ

欧

文字をつかっている諸国

に考えなおさないと，我々

性があるというふうなご提

から比べると，著しく立ち

漢字をつかっている諸民

言もありました。

遅れ

族，

我々東

の問題は

を発展さ

かなか短

我々はな

けですけ

方学に関わる，もっとも

やはりないがしろにはで

せていくべきかというこ

時日では解決できない問

るべく一番的確な，適正

れども，常にその一方で

漢字に近いところで仕事を

きないというふうに考え

とを議論していただかね

題でもありますし，かつ

な有り様というのを模索し

，理論的な意味づけという

している人間にとっては

ています。どのようにして

ばならないのですけれども

実体が先行しておりますか

ていくことしかありえな

ことを考えていかなけれ

，こ

これ

，な

ら，

いわ

ばな

らないだ

それか

のを研究

題という

った現代

いという

ろうと思います。

ら現代中国に関わる問題

してきたわけですけれど

のが，どうしても避けて

中国の新しい動向に即応

ことだと思います。

，我々の研究所は一貫して

も，総長のお話にもあり

通れないような状況にた

するような体制というも

古い中国とその文化とい

ましたように，現代中国の

ちいたっているわけで，そ

のも考えていかなければな

うも

諸問

うい

らな

それか

の文化に

た研究対

にあるわ

ら，これは我々のオーソ

直接関わる，考古学であ

象との関わりの問題，そ

けですから，研究対象と

ドックスな研究の対象であ

りますとか，あるいは文

してその研究対象，もちろ

してそれをどのように分か

ったし，今でもある古代

献学でありますとか，そう

んそれ自体は多くの場合

ちあっていくかという問

中国

いっ

中国

題が



国際協力

していく

ばならな

とからんで出てくるわけ

必要があるのですが，そ

いということだろうと思

です。もちろん共同で取り

のためにいろいろな具体的

います。

扱えるようなシステムを

な問題を解決していかな

構築

けれ

きょう

ますけれ

味合いと

ぜひとも

それと

れからコ

はそういった問題につい

ども，できるかぎりそう

いうふうなものを考える

ご在席の先生方にご発言

もうひとつは，せっかく

メンテーターの先生方も

て，いろんな問題の提起に

いった問題の存在と，それ

きっかけになればいいと

をいただき，今後の課題に

きょうパネリストとして

含めまして，言い足りない

留まる部分もあろうかと

からそういった問題のも

いうふうに考えているわけ

したいと考えております。

きていただいている先生方

点は補充していただきた

思い

つ意

で，

，そ

いと

思います

ば幸いで

発言（柴生芳

５年目ですけ

いただきまし

。どうぞご自由に挙手し

す。

） 柴生芳と申します。

れども，ずっと冨谷先生

て本当にありがとうござ

ていただいて，所属とお名

中国の甘粛省から神戸大

の研究班に毎週参加させ

いました。

前を言ってご発言いただ

学に留学しています。

ていただきました。支

けれ

いま

えて

先ほど冨谷

ついて，ある

確かに日本の

先生のご意見

おり，中国と

とか，それは

先生と杉本先生のお話を

いは国際協力の一環とし

先生の悩みがよく理解で

も改めて聞くことができ

の共同研究の時の費用の

確かにいまそのほうが多

聞いて，いまの日本の先

て，中日の関係について

きました。私も４年過ぎ

ました。例えば，先ほど

使い方とか，また共同

くて， ％とはいえな

生方の中国との共同研

お話がありましたけれ

ましたけれども，いろ

杉本先生のおっしゃっ

研究の費用， ％日本

いですけれども， ％

究に

ども，

いろ

たと

負担

以上

がその形にな

私，今年甘

と 年間の共

毎年秋田県か

国滞在中の費

つ毎年秋田に

っております。

粛省に短い間戻っていた

同研究の契約を結びまし

ら２人の考古学系の先生

用は全部中国が出す形で

行きます。日本滞在のケ

んですけれども，甘粛省

て，その共同研究の形は

が甘粛省にいらっしゃっ

，甘粛省博物館と甘粛省

アは日本側が出す。そう

は今年秋田県の教育委

ちょっと変わっていま

て，ケアは全部甘粛省

の考古学研究所から１

いう形に一応なってお

員会

す。

。中

人ず

りま

した。それは

と日本側が

先ほど杉本

円ぐらいで

ないかと考え

前より大分増

多分，これからのひとつ

％の費用をだすのは，

先生もおっしゃったとお

す。１ヶ月の給料が

ています。いまは，私の

えてきましたけれども，

の方法ではないかと思っ

確かに中国の国情があっ

り， 年前は中国の普通

円では，日本にきて生活

１ヶ月の給料は中国に戻

日本の平均 万円の給料

ていますけれども，も

たのでしょう。

の１ヶ月の給与は日本

はなかなかできないの

ったら２万円ぐらい。

とまったく平等になる

とも

円の

では

年

のは

確かにすごく

先ほど冨谷

方法として私

難しいと思います。

先生がおっしゃったとお

は大賛成しています。し

り，フィフティ・フィフ

かしながらすぐにそうな

ティになるのは，ひと

るのは多分難しいと思

つの

いま



す。従ってい

ます。

まは当面，甘粛省と秋田県の交流のような方法もいいではないかと考えてい

これから私

ていただきま

から，先生の

うに伝えたい

司会 あ

も，冨谷先生のシルクロ

して，いろいろ調査を進

先ほどのご意見も考えて

と思います。以上です。

りがとうございます。確

ード河西回廊のプロジェ

めてまいります。私は来

，日本側，日本の先生に

ありがとうございます。

かにそういうシステムづく

クトの一人として参加

年４月に甘粛省に戻り

はこんな意見があると

りというのはたいへん有

させ

ます

向こ

効に

働く部分

ればいい

ティ・フ

うふうに

それに

ですが，

はあろうかと思います。

し，できれば大学間のよ

ィフティに近いような形

思います。

関連して，なにかご意見

なにかほかにご意見等ご

秋田県だけでなく，色々な

うな，あるいは研究所間

での協同というのが，今後

ありましたら。かつまたほ

ざいますでしょうか。

ところでそういう関係が

のような形で，なるべくフ

築けるようになればいい

かの諸問題に関してでも

でき

ィフ

とい

結構

発言（今井吉郎

ったくの素人

どうも研究者

いに中国と日

財，あるいは

） 市民でございまして

でございます。素人の立

の先生方は国家と国家の

本の関係をお考えになっ

埋蔵物というのは，やは

，無職のもので，前は公

場で伺いますと，いま両

関係を，非常に親密に，

ているような感じを受け

り向こうの大きな資産と

務員をしておりました

先生のお話でございま

なにか兄弟か親子の間

るわけですね。中国の

思います。しかも日本

。ま

すが，

みた

文化

の文

化は大体中世

協力してくれ

うか。

あるいは，

ふうに考える

さなきゃなら

ごろまでは中国の文化の

る向こうの先生方の人件

中国では国家の指導者と

んじゃないでしょうか。

んというのはおかしいん

影響を受けている。文化

費も，全部こちらがもっ

申しましょうか，現実論

しかし学問研究の国際性

じゃないか。発見したひ

の源流を訪ねることで

てもいいのではないで

の政治家の方々はそう

からは，全部こちらか

とつの文化的な知恵と

あり

しょ

いう

ら出

いう

ものの所有権

で，優先権が

んじゃないか

それから，

ジア古代思想

司会の先生が

が，果してこちらが行な

あるかということについ

というような気がいたし

極端に言えば，西洋のア

の違いがあるのではない

おっしゃった知的対象物

ってすべての費用を出し

ては別問題で，また向こ

ます。

リストテレスなんかの認

でしょうか。そういうこ

を共同研究をしていくと

てしたんだからという

うは向こうで言い分が

識論と，インドや中国

とから考えましても，

いう時に，中国の文化

こと

ある

のア

いま

財の

発掘調査によ

て，費用を出

ましても，中

って得られる文化的な知

したほうのすべてのもの

国の思想からみてちょっ

性というものが，果して

になるんだということは

と，違うんじゃなかろう

，調査して認識するに

，やはり学問の上から

かという気がしました

おい

いき

。



司会 あ

これは冨

りがとうございました。

谷先生，あるいは杉本先

納税者側のご意見として，

生，簡単にお答えいただけ

大変深く承りたいと思い

ますでしょうか。

ます。

冨谷 ちょっ

ましょう。そ

ます。

発言（今井吉郎

が大切です。

とご質問の趣旨，内容が

ういうご意見として承っ

） 両国はそういう学問

この考え方は，仏教の，

私にはわからないところ

ておきますということに

の愛という認識にたって

まさに本流でございまし

があったのですが，ど

させていただきたいと

，お互いを知るという

ょうけれども，愛をも

うし

存じ

こと

って

知識を得る。

くべきことじ

ての態度とい

司会 責

で，早急

より具体的には，いわゆ

ゃないかと私は思います

うものを考えてはどうか

任のある回答をお願いし

にはなかなか解決はつか

る慈であります。それは

。だから，先生方はその

なということを申し上げ

ます（笑）。まあなかなか

ないんですが，もちろん中

お互い協力し，研究し

ことを前提に，研究者

ているのです。

難しい問題があると思いま

国側に存在するものにつ

てい

とし

すの

いて

は，こち

ます。た

なものも

が，ほか

発言（岡本さえ

らは謙虚に見せていただ

だ共同研究という別の場

，やはり相応に考えてい

になにかご質問はござい

） 今年東洋文化研究所

くという姿勢は当然ながら

ですね，そういうところで

かなければならないという

ますか。

をやめました岡本と申し

持たなければいけないと

はお互いの負担分という

ふうなことだろうと思い

ます。ひとつだけお教

思い

ふう

ます

えい

ただきたいこ

生から，日本

という質問を

データベース

できると思い

名，タイトル

とがあるんですけれども

のどこにアクセスすれば

受けました。書目ですと

のこともありますし，例

ますし，東洋文庫でもホ

は見られたりします。

，つい最近なんですが，

，日本の東方学の全体，

，高田先生がいまいろい

えば学情センターからは

ームページを開いていて

たてつづけに３つの国

総合的な情報が得られ

ろご苦労なさっている

中国書システムがまも

，東洋文庫で出版され

の先

るか

漢籍

なく

た書

ただそれは

るいは日本の

ことを求めて

スの中国文献

らも聞かれま

教えていただ

各書目でなく，もっとテ

東方学の全体を，とりあ

いるということがわかり

書誌をつくっている社会

したので，もしそういう

ければ，私はこれから返

キストとしてダウンロー

えずそこを見ればわかる

ました。メルボルンの大

科学高等研究院のかた，

ことを，特に国際協力な

事をする時に助かると思

ドできるというふうに

よというような，そう

学の先生，それからフ

それからアメリカの先

さっている先生方から

います。よろしくお願

，あ

いう

ラン

生か

一言

いい

たします。

司会 これはどなたにお答えいただくのがいいのでしょうか。私の偏見でよければ，少し



発言させ

本先生が

ていただきます。日本の

言われたように，諸外国

学界はそういうふうなも

でも日本のそういった文

のを必要としているし，い

献の所在，それから研究の

ま岡

状況

について

というこ

研究者，

状では個

なり難し

ターでは

，集約的に，そこにアク

とは，私も理解しており

さらには一般の人々の支

々の研究者のボランティ

い状況にあると思います

，全国漢籍データベース

セスすればすべてがわかる

ます。ただそれを実現す

援と理解が必要だと思う

ア的な努力に頼っている

。先ほど岡本先生が言わ

というものをやりはじめ

というふうな場を求めて

るためには，学会組織や広

んですね。それがなければ

ようなことで，経費の面で

れたように，現在私どもの

ました。何年かたてば，か

いる

範な

，現

もか

セン

なり

実用的な

ての側面

もうひ

「研究動

ています

漢学研究

ものが構築できるのであ

にとどまっています。

とつは，日本の東洋学，

態」というものに対する，

し，国際的な企画もなく

中心というのがあります

ろうと思っていますけれ

あるいは中国学の研究の

集約された情報の場とい

はないようです。これは

。そこが中心になって，い

ども，それは文献の公開に

動向ですね。中国風にい

うのがやはり必要だろうと

中国ではありませんが，台

まは中国学の研究動向を

つい

うと

思っ

湾の

紹介

する雑誌

たいとい

タイルの

たものを

れないか

ば，協力

をだしているわけですけ

うことを計画しておられ

もの，それからそれとは

やりたいので，日本のし

という提言がありました

するのにやぶさかではな

れども，その雑誌とは別

るようです。その年鑑とい

別に，速報性のあるネッ

かるべき機関がそれを日本

。私は人文科学研究所の漢

いとまでは答えてありま

に，世界の中国学の年鑑を

うのは冊子になった書物

ト上のホームページ。そう

の部分について請け負っ

字情報研究センターでよ

すが，その後どうなるか，

出し

のス

いっ

てく

けれ

まだ

わかりま

ておりま

森 文献につ

ベースに関し

をつくってお

せんけれども，できるか

す。どなたか補足してい

いては，いま高田さんが

ましては，皆さんご存じ

りますから，そこで東洋

ぎりそういった面につい

ただけることがあればお願

おっしゃったとおりです

のとおり，学術情報研究

学なり中国学なりで検索

ても，努力していきたいと

いいたします。

。それから研究者のデ

所が研究者のデータベ

すれば，それにちゃん

考え

ータ

ース

と回

答を寄せてい

もうひとつ

院に，日本風

生が，世界中

人の研究者に

する作業をし

る研究者については，大

私が最近聞いております

に訳せば，情報科学研究

の中国学者のデータベー

つきましても，いろいろ

ておられるところですの

体ヒットするでしょう。

ところでは，中国のほう

所というものがありまし

スをつくる作業をすでに

手立てを尽くして，その

で，皆さんのもとに，そ

でも，北京の中国社会

て，そこの何培忠とい

はじめておられます。

データベースの情報を

の方からの依頼がまい

科学

う先

日本

収集

りま

したら，ぜひ

作成に協力で

司会 ほ

情報を提供してあげてく

きるかと思います。

か，どなたかご意見ござ

ださい。そうすれば，世

いますか。

界的な規模のデータベース



発言（小野和子

いましたが，

た，と思いま

） 元人文研におりまし

冨谷先生も，いろいろご

す。先生も文化遺産に対

た小野和子です。さきほ

経験なさることがあって

する愛情ゆえに，発掘さ

ど市民の方から発言が

，そのようなご発言に

れたものが私物化され

ござ

なっ

，学

問の発展が阻

研究経費の

ますが，これ

か，と思って

であればこそ

その日はおそ

害されることがあっては

フィフティ・フィフティ

はなかなか難しい，経済

います。杉本先生のお話

日本と中国の間に経済格

らくそれほど遠くはない

ならない，とお考えにな

の問題については，私も

格差というものが存在す

を聞くと，少し痛ましい

差がなくなってほしい，

のではないか，と最近思

っているのでしよう。

そのような問題にぶつ

る限り，難しいのでは

気持ちになりますが，

と強く思いますし，そ

っています。

かり

ない

そう

して

またシステ

は，最近，中

りませんので

います。中国

を身につけて

ことができれ

ムとして中間搾取の問題

国でも大きく問題になっ

，中国自身の体制のなか

の学者たちも国際交流に

いかれるでしようし，交

ば，と思います。多少感

があるのは事実でしよう

ていますし，外国からそ

で解決していってもらわ

加わっていくなかで共同

流を深めていくなかで何

じたことを申し述べまし

が，貪官などの官僚の

れを何とかするわけに

ねばならない問題だ，

研究における学界のル

年かかかって解決して

た。

問題

も参

と思

ール

いく

司会 あ

飯島 文物の

話題になって

を持つことも

りがとうございました。

共同研究と共同調査に関

きました。日本が一方的

多いように思います。し

いかがでしょうか，ほかに

連して，日本と中国間の

にお金を出して，中国側

かし遺跡保存のほうで申

何か。

経済格差の問題がいく

は何もしていないとの

しますと，ユネスコが

つか

印象

お金

を拠出して，

は遺跡保護の

含元殿でい

の周辺部の大

成させること

題も，それ相

実質的には日本政府が基

上で何をするのかという

えば，含元殿遺跡の基壇

明宮全体に対しての植林

になっています。また，

応に中国側が努力してい

金を拠出していることも

ことを常に強く問いかけ

部分はユネスコの基金で

とか付属陳列館の建設は

遺跡の土地をどれだけ買

ます。日中間に経済的な

あって，それでは中国

ております。

保存修復を行いますが

，中国側がお金をだし

い上げるかというよう

問題があるから，すべ

政府

，そ

て完

な問

て日

本の金をあて

それからも

しては，その

問題はないは

研究ができる

シアやベトナ

にしているということは

うひとつ，経済格差の問

資料を外国の研究者とフ

ずです。現にロシアやベ

とも聞いております。詳

ムでは，中国ほど厳しい

ないと思われます。

題だけで言うのならば，

ィフティ・フィフティで

トナム等では，フィフテ

しいことはわかりません

状態ではないという話を

調査費を得れば，中国

研究をして発表しても

ィ・フィフティ的な関

が，考古学者仲間から

よく聞いております。

側と

別に

係で

，ロ

中国

が外国人の考

する思いが，

もっていって

古学的な調査研究に対し

私たちの理解を越えるも

展覧会をやればお金が入

て神経質になるのは，中

のとしてあるような気が

るとか，共同で研究をす

国の方々の文化，文物

いたします。文物を外

れば科学研究費の一部

に対

国に

が中



国に入るとい

のであると言

う経済的効果の上だけで

う非常に強い思いがある

文物を見ているわけでは

ように思われます。そし

なく，文物は自分たち

てことにファーストハ

のも

ンド

としての研究

としては，共

にいたしまし

情報です。

では，私た

聞いたところ

は，はっきり申し上げて

同調査をあまり好ましい

た。共同研究はよいが発

ちが行っている発掘実習

，これは共同調査ではな

外国人にやってもらいた

と思っていないとのこと

掘を伴う共同調査は原則

は認められるのかと陝西

い，実習の場を与えてい

くない。国家文物局の

を，この夏の発掘実習

として多くを認めない

省考古研究所や北京大

るにすぎないとの答え

考え

で耳

との

学に

が返

ってきました

返ってきまし

明している，

裕が十分にな

宝として大切

がいたします

。あるいは大学間の協定

た。実習や大学間の交流

という話も聞きました。

いと言う単なる経済的な

にする思いと価値観は，

。

に基づいて行う仕事だか

協定に基づく調査に関し

中国が，文物の研究や保

問題だけでなく，中国の

私たち日本人の価値観を

ら問題は少ないとの答

て，国家文物局のほう

存に振り向ける金銭的

方々が文化財や文物を

越えたものがあるとい

えが

に説

な余

国の

う気

司会 あ

これだけ

冨谷 いえ御

感謝いたしま

りがとうございます。ぼ

は言っておきたいという

礼です。私が提案いたし

す。ただ一言，言いたか

ちぼち時間かなという気が

方がございましたら。はい

ましたことにつき，いろ

ったのはこういうことだ

しておりますが，どうし

。弁解（笑）？

いろ考えていただきま

ったんです。いますぐ

ても

して

確か

に私もフィフ

日本側の研究

ばならないの

の意味での協

ていかなけれ

ティ・フィフティなんて

者が共同研究というもの

かということをもう一度

力ないしは研究成果を上

ばならない。そういうこ

いうことを望んでいるわ

に取り組んでいく上で，

よく考えていかなければ

げるものだと。少なくと

とを言いたかったんです

けではないのです。た

我々はどうしていかな

ならない。そしてそれ

も税金を使うかぎりは

。

だし

けれ

が真

考え

勝村 最初に

も，実は私が

と思っており

でずっと広が

要で，漢字側

たんだろうな

漢字情報学というのが，

言いたかったのは，情報

まして，ですから漢字処

ってきた仕事，インフォ

からの，あるいは東洋学

ということを，先ほど言

このテーマ，与えられた

漢字学というものでなけ

理というか，お手伝いす

メーションプロセッシン

からの問題提起を，東洋

いたかったんです。

ものだと申しましたけ

ればならないのではな

るというか，そういう

グからの脱却がやっぱ

学の中で解決する時期

れど

いか

こと

り必

がき

司会 そ

きょうは

たけれど

れではそろそろ時間と思

土曜日というお休みの日

も，たくさんの方々にお

いますので，これで終わら

にもかかわりませず，かつ

運びいただき，「東方学と

せていただきたいと思い

また大変寒い一日であり

国際協力」というテーマで

ます。

まし

，活



発な議論

きょう

ます。こ

を展開していただきまし

のご発言は，前回同様，

のシンポジウムは３月に

た。ありがとうございまし

すべて報告書にいたしまし

まだ３回目がありますので

た。

て，公開したいと考えて

，それにご参加いただけ

おり

れば，

その時に

の発言を

第３回

曜日です

テーマは

いうのは

配布されるということで

いま一度冊子で確かめて

目は，また場所がもとに

が， 時から 時という

「東方学の再構築」です

，どのようにして再構築

ございます。ぜひとも３

いただきたいと思います。

戻りまして，京大会館で

予定でやりたいというふ

。第１回，第２回の討論を

すべきか，またどうすれば

回目もきていただいて，き

行います。３月 日，やは

うに考えています。第３回

踏まえて， 世紀の東方

それが可能かという事柄

ょう

り土

目の

学と

を皆

さんと話

と考えて

きょう

先生方に

の皆さん

し合っていきたい思いま

おります。

はどうもありがとうござ

も貴重なお話を伺うこと

もどうもありがとうござ

す。それを通してなにか新

いました。長尾総長にも

ができました。たいへん

いました。御礼を申し上げ

しい道筋が見えてくれば

ご臨席いただきまして，４

ありがとうございました。

ます。（拍 手）

幸い

人の

在席
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